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このドキュメン トについて

このドキュ メン トでは、 Distributed Tuning Objects を使用したアプリ ケーシ ョ ン開発に

ついて説明します。

このドキュ メン トの読者

このドキュ メン トは、 Zen に精通し、 Distributed Tuning Objects を使用して管理レベルの

アプリ ケーシ ョ ンを開発したいユーザー向けにデザインされています。 
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Distributed Tuning Objects の概要

以下のト ピッ クでは、 Zen Distributed Tuning Objects を構成する機能について説明しま

す。

• DTO とは

• DTO オブジェク ト  モデルとオブジェク トの関係

• DTO の使用を始める

• DTO オブジェク トの概要

• DTO コレクシ ョ ンを使った作業

• DTO サンプルの参照場所

以下のト ピッ クへ直接移動して、 Zen で DTO を使用する方法の詳細を参照するこ と も

できます。

• DTO セッシ ョ ンの確立

• DTO を使用した Zen サーバーの設定

• DTO を使用した Zen サーバーの監視

• DTO を使用したカタログと辞書の作成および管理

• Distributed Tuning Objects 列挙

DTO とは

Distributed Tuning Objects （以降、 このドキュ メン トでは DTO と表記します） は、 Zen 

Distributed Tuning Interface （以降、 このドキュ メン トでは DTI と表記します） の COM 
ラ ッパーです。 DTO は DTI をカプセル化するオブジェク トのコレクシ ョ ンです。 また、

DTO にはデータベース  エンジンの起動および停止など  DTI よ り も優れた機能がいくつ

かあ り ます。 

DTO を使用すれば、 開発者はカスタマイズされたサーバー管理ツールやインターフェ

イスを多岐にわたり迅速かつ簡単に開発するこ とができます。 DTO の強力な機能や柔

軟性は、 データベースの作成やパフォーマンスのチューニングおよびメ タデータの管理

など、 データベース管理やデータベース定義のタスク全般に幅広く利用するこ とができ

ます。 
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DTO はデュアル インターフェイス と して処理中のサーバーに実装されます。 開発者は、

OLE オート メーシ ョ ン コン ト ローラーを使用するこ と も、 あるいは以下に挙げる多く

のプログラム言語などを使用して COM ク ライアン ト を作成するこ と もできます。

• Microsoft Visual Basic

• Microsoft Active Server Pages （ASP）

• Microsoft Visual C++

• Embarcadero Delphi

• Embarcadero C++Builder

DTO オブジェク ト  モデルとオブジェク トの関係

このドキュ メン トでは、 DTO ク ラスを以下の機能のカテゴ リ別に分類しています。

接続

データベース  エンジンの動作を構成および監視できるよ うにするには、 ユーザーは

初にそのエンジンに接続する必要があ り ます。 このカテゴ リでは、 データベース  エン

ジンへの接続および接続の切断に必要な機能を提供します。

DtoSession オブジェク トがデータベース  エンジンへの接続を管理します。

監視と診断

このカテゴ リでは、 Zen サーバーと ク ライアン ト を監視する機能および診断情報を提供

します。

DtoMonitor オブジェク ト とその従属オブジェク トによって、 サーバーの監視機能およ

び診断情報を提供します。 また、 DtoEngineInformation オブジェク ト を使って 

DtoSession からエンジン情報を直接取得するこ と もできます。

構成

このカテゴ リでは、 ユーザーが Zen エンジンやク ライアン ト を構成するこ とができま

す。 DtoCategories コレクシ ョ ンとその従属オブジェク トによって、 この機能を提供しま

す。
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また、 DtoLicenseMgr オブジェク ト を使用すれば製品ライセンスの追加と削除も行えま

す。

カタログと辞書

このカテゴ リでは、 グループ化された機能によって、 ユーザーはデータベース、 データ

辞書を新規作成するこ とができます。 また、 テーブル、 列およびインデッ クスの定義や

削除も行えます。

DtoDictionary ク ラス とその従属オブジェク トによって、 カタログ機能を提供します。

DTO オブジェク ト  ツリー

多くの DTO オブジェク トがその他の DTO オブジェク トのプロパティ と して公開されて

います。 この関係によ り、 開発者はオート メーシ ョ ン コン ト ローラーを使用したプロ

グラ ミ ングを簡素化する論理構造を得るこ とができます。 使い慣れたド ッ ト表記を使用

してオブジェク ト を参照し、 プロパティやメ ソ ッ ドにアクセスできます。 

DTO オブジェク ト  ツ リーには 3 つの主要なブランチがあ り、 設定、 監視、 およびカタ

ログ用のオブジェク トが論理的にグループ化されています。
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DTO バージョン

次の表は、 2 つの異なるバージ ョ ンの DTO の使用に関する情報を示しています。 

DTO2

Pervasive.SQL V8 SDK では新しい DLL がリ リースされました。 この DLL には新しいオ

ブジェク トや既存のオブジェク トへの新しいプロパティが追加されています。 下位バー

ジ ョ ンとの互換性を保つために、 以前の DTO.DLL に互換性を追加するのではなく、 新

しい DLL が作成されました。 両方の DLL がインス トールされ Zen SDK で登録される

ので、 どちらの DLL を使用しても  DTO アプリ ケーシ ョ ンを開発できます。 新しい 

DLL を使用するためにアプリ ケーシ ョ ンを再コンパイルできない場合は、 以前の 
DTO.DLL を使用する必要があ り ます。 ただし、 以前の DTO.DLL を使用している と、

新しいオブジェク トや既存のオブジェク トに追加された新しいプロパティを使用するこ

とができません。 DTO2.DLL は、 .NET Framework を含む 32 ビッ ト開発環境をサポート

します。

W64DTO2

Zen v11 SP1 SDK では、 .NET Framework を含む 64 ビッ ト開発のための 64 ビッ ト  サポー

トが追加されました。

64 ビッ ト  アプリ ケーシ ョ ンで DTO を利用するためには、 作成した 64 ビッ ト  アプリ

ケーシ ョ ンと一緒に 64 ビッ ト  サーバーまたはク ライアン ト をインス トールする必要が

あ り ます。 前の表で示されている とおり、 64 ビッ ト  サーバーまたはク ライアン ト をイ

Item DTO2 DTO1

x86 x64 x86

DLL 名 DTO2.DLL w64DTO2.DLL DTO.DLL

ラ イブラ リ DTOLib2 DTOLib

DtoSession のプログラム 
ID

DTO.DtoSession.2 DTO.DtoSession.1

DtoDatabase のプログラ

ム ID

DTO.DtoDatabase.2 DTO.DtoDatabase.1

DtoDictionary のプログ

ラム ID

DTO.DtoDictionary.2 DTO.DtoDictionary.1
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ンス トールする と、 64 ビッ ト  バージ ョ ン （W64DTO2.DLL） がインス トールされ、 32 
ビッ ト  サーバーまたはク ライアン ト をインス トールする と、 32 ビッ ト  バージ ョ ン

（DTO2.DLL または DTO.DLL） がインス トールされます。

アプリケーシ ョ ンと  DLL の相互作用に関する理解

アプリ ケーシ ョ ンと  DLL がどのよ うに相互作用するかをよ り良く理解するために、 次

のよ うなシナリオを検討します。

次の 3 つの DLL を持っている と仮定します。

• DTO.DLL

• DTO2.DLL

• W64DTO2.DLL

そして、 次のよ うなアプリ ケーシ ョ ンの実行可能ファイルがある と します。

• ANYCPU.EXE

• X86.EXE

• X64.EXE

以下の表は、 アプリ ケーシ ョ ンの実行可能ファイルと  DLL を一緒に、 32 ビッ ト  マシン

および 64 ビッ ト  マシン上で実行してみた場合の結果を示しています。
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32 ビッ ト  マシンのプロセス 

64 ビッ ト  マシンのプロセス 

DTO の使用を始める

この ト ピッ クでは、 Visual Basic、 Active Server Pages （ASP） および Delphi DTO を使用

するためのセッ ト アップ方法を説明します。

• Visual Basic

• Active Server Pages

• Delphi

Visual Basic

DTO は デュアル インターフェイス  COM オブジェク トのライブラ リなので、 Visual 

Basic ではこれらのオブジェク ト を使って作業する  2 つの方法があ り ます。Active Server 

アプリケーシ ョ ン実
行可能ファイル

実行形態 DTO.DLL DTO2.DLL W64DTO2.DLL

ANYCPU.EXE 32 ビッ ト  プロセ

ス

読み込み 読み込み BadImageFormatExcep
tion

X86.EXE 32 ビッ ト  プロセ

ス

読み込み 読み込み BadImageFormatExcep
tion

X64.EXE BadImageFormatException

アプリケー
シ ョ ン実行可
能ファイル

実行形態 DTO.DLL DTO2.DLL W64DTO2.DLL

ANYCPU.EXE 64 ビッ ト  プ
ロセス

BadImageFormatE
xception

BadImageFormatE
xception

読み込み

X86.EXE 32 ビッ ト  プ
ロセス

読み込み 読み込み BadImageFormatE
xception

X64.EXE 64 ビッ ト  プ
ロセス

BadImageFormatE
xception

BadImageFormatE
xception

読み込み
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Pages を使用している場合、 2 番目の方法を使う必要があ り ます。 第一にお勧めする方

法は、 プロジェク トにタイプ ライブラ リ を追加する方法です。 この方法を使用すれば、

VB で型のチェッ クを行う こ とができ、 オブジク トの作成や関数のパラ メーターに対し

て便利なド ロ ップダウン オプシ ョ ン （Intellisense 機能） を開発者に提供するこ とがで

きます。

も う  1 つの方法は、 CreateObject 関数を使用する方法です。 これは実行時にオブジェク

ト を作成するため、 型のチェッ ク と  Intellisense 機能があ り ません。

プロジェク トへの DTO の追加

Visual Basic プロジェク トに Distributed Tuning Library を追加するには、 以下の手順に従

います。

1. ［プロジェク ト ］ メニューの ［参照設定］ をク リ ッ ク します。

2. 参照可能なエン ト リ をスク ロールして、 ［Pervasive Distributed Tuning Library 1.0］

または ［Pervasive Distributed Tuning Library 2.0］ チェ ッ ク  ボッ クスを選択します。

これらの違いについては、 DTO2 を参照してください。

3. ［OK］ をク リ ッ ク します。

これで VB では DTO に含まれるすべてのオブジェク ト を認識するこ とができます。 す

べてのオブジェク トが参照可能になり ます。 使用可能なオブジェク ト を表示するには、

以下の手順に従います。 

1. ［表示］ メニューの ［オブジェク ト  ブラウザー］ を選択します。 この代替手順と し

て、 F2 キーを押すこ と もできます。 

2. 使用可能なライブラ リの リ ス トから、 DTO バージ ョ ン 1 の場合は ［DTOLib］ を、

DTO バージ ョ ン 2 の場合は ［DTOLib2］ を選択します。 これらの違いについては、

DTO2 を参照してください。

CreateObject 関数の使用

ASP でオブジェク トのインスタンスを作成する場合は、 この方法を使用する必要があ

り ます。 CreateObject の構文は次のよ うにな り ます。

Dim my_session as Object
' DTO バージ ョ ン 2 の場合
Set my_session = CreateObject("DTO.DtoSession.2")
' 旧バージ ョ ンの DTO アプリ ケーシ ョ ンとの互換性を保つ場合は、
' DTO バージ ョ ン 1 を使用する
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Set my_session = CreateObject("DTO.DtoSession.1")

ほとんどの DTO オブジェク トは、 後でセッシ ョ ン オブジェク トから取得するこ とがで

きます。 

Active Server Pages

ASP で DTO を使用するために必要な初期化は特にあ り ません。 ただし、 次の点に注意

してください。

デフォルトで、 ASP は呼び出し間の状態の情報を保存しません。 Microsoft IIS の組み込

みオブジェク トである  Session オブジェク ト を使用して、 オブジェク ト参照と変数の状

態を保存する必要があ り ます。

たとえば、 DTO バージ ョ ン 2 の DtoSession オブジェク ト を初期化するには以下のよ う

に記述します。

Set Session("my_session") = Server.CreateObject("DTO.DtoSession.2")

Delphi

Delphi で COM オブジェク ト を使用する方法は 2 つあり ます。 Visual Basic と同様、 第一

にお勧めするセッ ト アップ方法は Delphi プロジェク トにタイプ ライブラ リ をインポー

トする方法です。 も う  1 つの方法では、 CreateOleObject 関数を使って直接 COM イン

ターフェイスを呼び出すこ とができます。 この関数は Automation オブジェク トの単一

のインスタンスをインスタンス化します。 

Delphi プロジェク トへの DTO タイプ ライブラリのインポート

タイプ ライブラ リ をインポート し、 必要な Pascal 宣言を生成するには、 以下の手順に

従います。

1. ［プロジェク ト ］ メニューの ［タイプ ライブラリの取り込み］ を選択します。

2.  ［タイプ ライブラリの取り込み］ ダイアログ ボッ クスでは、 システムに登録され

ているタイプ ライブラ リ を表示します。 ［Pervasive Distributed Tuning Library 
1.0］ または ［Pervasive Distributed Tuning Library 2.0］ を選択します。

3. ［ユニッ トディ レク ト リ名］ フ ィールドに Pascal ユニッ トの場所を入力し、 ［ユニッ

トの作成］ をク リ ッ ク します。 DTOLib_TLB.pas ファイル （DTO バージ ョ ン 1 を使
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用時） または DTOLib2_TLB.pas ファイル （DTO バージ ョ ン 2 を使用時） が作成さ

れ、 プロジェク トに取り込まれます。 

4. 次に、 以下のコードを組み込んで、 生成した Pascal ユニッ ト を メ イン ファイルに取

り込みます。 

uses DTOLib2_TLB; // Dto Version 2
uses DTOLib_TLB;  // Dto Version 1

Pascal 宣言を使用する例

 var  
         Result:DTOResult;
         Session:DTOSession;
         MySettings:DTOSettings;
         MyCategories:DTOCategories;
         MyCategory:DTOCategory;
         i:integer;
     begin
         Session:=CoDTOSession.Create;
         Result:=Session.Connect
                 ('ServerName','UserName','Password');
         MyCategories:=Session.Categories;
         for i:=1 to MyCategories.Count do
         MyCategory:=MyCategories.Item[i];
     end;

COM 直接呼び出しを使用する例 

Example:
 
var
  Session, Categories, Category: Variant;
  I: Integer;
begin
  Session := CreateOleObject('DTO.DtoSession');
  Session.Connect('ServerName','UserName','Password');
  Categories := Session.Categories;
  for I := 1 to Categories.Count do 
  Category := Categories.Item[I];
end;

DTO オブジェク トの概要

Distributed Tuning Objects のリ ファレンスは、 機能別に 4 つの章に分かれています。 こ

のセクシ ョ ンでは、 各章のオブジェク トの一覧を表示します。
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接続関連オブジェク ト

DtoSession

DtoSession オブジェク トは DTO の中核的なオブジェク トです。 アプリ ケーシ ョ ンか

ら  Zen サーバーへ接続する場合は、 DtoSession オブジェク ト を介して行います。 特定

のデータベース  サーバーでセッシ ョ ンが要求された場合、 DTO アプリ ケーシ ョ ンでは 

DtoSession オブジェク ト を作成し、 Connect メ ソ ッ ドを使用します。

設定関連オブジェク ト

DtoCategory

DtoCategory オブジェク ト と  DtoCategories コレクシ ョ ンはデータベース  エンジンの

設定をグループ化しており、 ユーザーはよ り詳細な設定を対象にして DtoSetting オブ

ジェク トにアクセスするこ とができます。

DtoSetting

DtoSetting オブジェク ト と  DtoSettings コレクシ ョ ンは、 データベース  エンジン、 通

信マネージャーおよびローカル リ クエスター コンポーネン トの特定の設定を公開して

おり、 ユーザーはこれらの設定を変更するこ とができます。 通常、 各カテゴ リは設定の

コレクシ ョ ンを公開します。

DtoSelectionItem

DtoSelectionItem オブジェク ト と  DtoSelectionItems コレクシ ョ ンには選択が可能な

設定に対する全項目が含まれます。 DtoSetting.AllPossibleSelections では、 指定した

設定に対する可能なすべての値のコレクシ ョ ンを返します。

DtoServices

DtoServices オブジェク ト を使用すれば、 ユーザーは Zen データベース  サービスを開

始、 停止したりサービスの現在の状態を照会したりするこ とができます。
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DtoLicenseMgr

DtoLicenseMgr （DTO2） オブジェク ト を使用すれば、 ライセンスを追加、 削除できるほ

かに、 製品情報を見るこ とができます。

監視関連オブジェク ト

DtoMonitor

DtoMonitor オブジェク ト を使用すれば、 ユーザーはデータベース  エンジンやその他関

連するサービスに関するステータス情報を リ アルタイムで取得するこ とができます。

また、 DtoMonitor オブジェク トでは、 ファ イル ハンドル、 開いているファイルおよび

ライセンスの現在値、 ピーク値、 大値などのリ ソース使用状況に関する情報も公開し

ています。 ピーク値とは、 そのエンジンを 後に再起動してから現在に至るまでの 大

値です。

DtoOpenFile

DtoOpenFile オブジェク ト と  DtoOpenFiles コレクシ ョ ンにはアクティブ ファイルに

関する情報が含まれます。 これを使用すれば、 ユーザーは、 開いているファイル数、 そ

れらのファイルを開いているユーザーおよびその他の関連情報を調べてファイル アク

セスを監視するこ とができます。 

DtoFileHandle

DtoFileHandle オブジェク ト と  DtoFileHandles コレクシ ョ ンは、 ユーザー名または

エージェン ト  ID、 接続番号、 タスク番号、 サイ ト、 ネッ ト ワーク  アドレス、 オープン 
モード、 レコード  ロ ッ ク  タイプ、 待ち状態、 ト ランザクシ ョ ン状態を公開します。

DtoMkdeClient

DtoMkdeClient オブジェク ト と  DtoMkdeClients コレクシ ョ ンは、 アクティブ ク ライ

アン トに関する情報を公開します。 特定のク ライアン トの場合、 そのク ライアン トのア

クティブ セッシ ョ ンがあるかど うかを調べ、 アクティブ セッシ ョ ンがあった場合はそ

のセッシ ョ ンに関するデータを取得するこ とができます。 また、 オプシ ョ ンでそのク ラ

イアン ト を終了するこ と もできます。 
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DtoMkdeClientHandle

DtoMkdeClientHandle オブジェク ト と  DtoMkdeClientHandles コレクシ ョ ンは、 各

ファイルの名前や関連情報が含まれるハンドル情報を公開します。

DtoMkdeVersion

DtoMkdeVersion （DTO2） では、 Zen エンジンのメジャー バージ ョ ンとマイナー バー

ジ ョ ン、 ビルド番号およびターゲッ ト  オペレーティング システムを公開します。

DtoEngineInformation

DtoEngineInformation （DTO2） では、 メジャー バージ ョ ンとマイナー バージ ョ ン、 DTI 

API バージ ョ ンおよびサーバーと ク ライアン トのその他の情報を公開します。

DtoSqlClient

DtoSqlClient オブジェク ト と  DtoSqlClients コレクシ ョ ンは、 アクティブ SQL ユー

ザーの数や一覧および各ク ライアン トに関する詳細情報など、 SQL アクティブ ユー

ザーに関する情報を公開します。 

DtoCommStat

DtoCommStat オブジェク トは、 通信統計情報を公開します。 適切な場合、 現在値、

ピーク値および 大値を照会するこ とができます。

DtoProtocolStat

DtoProtocolStat オブジェク ト と  DtoProtocolStats コレクシ ョ ンは、 サーバーで実行

している各ネッ ト ワーク  プロ ト コルに関する情報を公開します。

データベースおよび辞書関連オブジェク ト

DtoDatabase

DtoDatabase オブジェク ト と  DtoDatabases コレクシ ョ ンは、 データベース名、 デー

タベース  フラグ、 セキュ リ ティ、 テーブル定義などのデータベース  カタログ情報の管

理を担当します。
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DtoDSN

DtoDSN オブジェク ト と  DtoDSNs コレクシ ョ ンは、 サーバーにある  Zen DSN を表し

ます。 これらを使用して、 新しい DSN を作成したり、 既存の Zen ODBC DSN を管理し

たりするこ とができます。

DtoDictionary （非推奨）

DtoDictionary オブジェク トは、 辞書ファ イルに関連するすべての操作のルート  オブ

ジェク トです。 このオブジェク ト を使用して、 辞書のオープン、 辞書の作成、 テーブル

情報の取得、 テーブルの追加または削除を行う こ とができます。 

Tables コレクシ ョ ンにアクセスするには、 DtoDatabase オブジェク ト を使用する方法

をお勧めします。

DtoTable

DtoTable オブジェク ト と  DtoTables コレクシ ョ ンは、 テーブル名、 列およびインデッ

クスなどのテーブル情報の管理を担当します。

DtoColumn

DtoColumn オブジェク ト と  DtoColumns コレクシ ョ ンは、 列に関する情報の管理を

担当します。

DtoIndex

DtoIndex オブジェク ト と  DtoIndexes コレクシ ョ ンは、 テーブルのインデッ クス定義

を公開します。 

DtoSegment

DtoSegment オブジェク ト と  DtoSegments コレクシ ョ ンには、 テーブル内で指定した

インデッ クスのセグメン トに関する情報があ り ます。 

DTO コレクシ ョ ンを使った作業

コレクシ ョ ンとは、 ほかの複数オブジェク ト を含むオブジェク トです。 
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コレクションのインスタンス化

Visual Basic

Set キーワードを使用して変数をコレクシ ョ ン オブジェク トに設定します。

Dim result as DtoResult
Dim my_session as New DtoSession
Dim my_databases as DtoDatabases
result = my_session.Connect("myserver", "username", "pw")

if not(result=0) Then
' Connect メ ソ ッ ドのエラー処理
end if

' オブジェク ト またはコレクシ ョ ンが値を返すタイプの場合は 
' Set を使用する

Set my_databases = my_session.Databases

ASP

ASP を使用する場合、 通常は DtoSession と  DtoDictionary という  2 つのオブジェク トの

インスタンスのみを直接作成する必要があ り ます。 Active Server Pages でオブジェク ト

のインスタンスを作成する場合、 IIS の組み込みオブジェク トである  Server オブジェク

トの CreateObject 構文を使用します。 

Set my_session = Server.CreateObject("DTO.DtoSession.2")

メモ ： 複数の HTTP 呼び出しの間でオブジェク ト を存在させたい場合、 以下のコード

例のよ うに ISS の組み込みオブジェク トである  Session オブジェク ト を使用してオブ

ジェク トの状態を保持する必要があ り ます。 

Set Session("my_session") = Server.CreateObject("DTO.DtoSession.2")

ただし、 データベース、 DSN、 テーブル、 列、 インデッ クスまたはセグメン ト などのオ

ブジェク ト を新規作成する場合は、 この同じ構文を使用します。 各オブジェク トのプロ

グラム ID は、 前述の例で示す規則に従います。 

その他のコレクシ ョ ンについては、 前述の Visual Basic の Set 構文を使用するこ とがで

きます。
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コレクション内のループ

Visual Basic

Visual Basic でコレクシ ョ ン内をループするには、 For ループの使用とカウンターの使用

という  2 つの方法があ り ます。

For/Next ステート メン ト を使ってコレクシ ョ ン内をループする  Visual Basic の構文を以

下に示します。

' Categories コレクシ ョ ンを取得する
Dim my_categories as DtoCategories
Dim category as DtoCategory
Set my_categories = my_session.Categories

' コレクシ ョ ン内をループする
For Each category In my_categories 
   settings = category.Settings
Next

カウンターを使ってコレクシ ョ ン内をループする  Visual Basic の構文を以下に示します。

Dim column as DtoColumn
Dim table as DtoTable
Set table = dictionary.Tables("Billing")
Dim i as long
for i=1 to table.Columns.count
  set column=table.Columns(i)
  ' こ こで操作を実行
next i

ASP

Zen の設定のカテゴ リ一覧を表示する  ASP のサンプル コードを以下に示します。

<%
Set Session("my_session") = Server.CreateObject("DTO.DtoSession.2")
result = Session("my_session").Connect("myserver", "username", "pw")
' Connect メ ソ ッ ドのエラー処理は表示しない

Set my_categories = Session("my_session").Categories
' 次に、 HTML の箇条書き リ ス ト （<UL></UL>） 内のカテゴ リ をループして出力する
%>

<ul>
<% For each category in my_categories %>

<% ' 等号 （=） は HTML ス ト リーム内の変数を表示します。 %>
<% ' これは、 VBScript 組み込みの Response.Write() %>
<% ' メ ソ ッ ドのシ ョート カッ トです。 %>

<li><%=cat.CategoryId> ‐ <%=cat.Name%></li>

<% Next %>
</ul>
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メンバー数の取得

Visual Basic

Count プロパティを使用してコレクシ ョ ン内のオブジェク トの数を調べます。

Dim num_items as Integer
Dim my_session as New DtoSession
Dim result as DtoResult
result = my_session.Connect("myserver", "username", "pw")
' Connect メ ソ ッ ドのエラー処理は表示しない
Set my_databases = my_session.Databases
num_items = my_databases.Count

ASP

Count プロパティを使用してコレクシ ョ ン内のオブジェク トの数を調べます。

<%
Set Session("my_session") = Server.CreateObject("DTO.DtoSession.2")
result = Session("my_session").Connect("myserver", "username", "pw")
' Connect メ ソ ッ ドのエラー処理は表示しない
Set my_databases = Session("my_session").Databases
num_items = my_databases.Count
' 出力を HTML ス ト リームに書き込む
Response.Write("<p>Number of databases = " & num_items)
%>

特定のメンバーの取得

Visual Basic と  ASP

Item プロパティを使用して、 コレクシ ョ ン内の特定のメンバー オブジェク ト を取得し

ます。

コレクシ ョ ン内のメンバー （要素） には序数を使ってアクセスするこ とができます。 コ

レクシ ョ ンによっては、 要素の一意のプロパティ （名前など） を使用して各要素にアク

セスするこ とができます。 すべての序数は 1 から始ま り ます。

Item プロパティはコレクシ ョ ン オブジェク トのデフォルト  プロパティなので、 次の 2 

つのステート メン トは同一です。

Collection.Item(index)
Collection(index)
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DTO サンプルの参照場所

Zen SDK には Visual Basic による完全な DTO サンプルがあ り ます。 このサンプルは、

SDK のサンプルとヘッダー ファイルをインス トールした次の場所にあ り ます。 

SDK のコンポーネン ト、 コード  スニペッ ト、 およびサンプルは、 Actian Web サイ トか

ら入手できます。

Zen ファイルのデフォルトの保存場所については、 『Getting Started with Zen』 のファイ

ルはどこにインストールされますか？を参照してください。

DTO アクセス方法に関するその他の開発者情報およびリ ソースについて、 Actian Web 

サイ ト もご覧ください。
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DTO セッシ ョ ンの確立

この ト ピッ クでは、 Distributed Tuning Objects を使用したセッシ ョ ンの確立について説

明します。

• DtoSession オブジェク ト
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DtoSession オブジェク ト

DtoSession オブジェク トは、 ほとんどの DTO 操作のルート  オブジェク トです。 Zen 

データベース  エンジンへの接続を管理します。

プロパティ  

コレクション

DtoCategories コレクシ ョ ン

DtoDatabases コレクシ ョ ン

DtoDSNs コレクシ ョ ン

オブジェク ト

DtoMonitor オブジェク ト

DtoServices オブジェク ト

DtoLicenseMgr オブジェク ト

DtoEngineInformation オブジェク ト

Connected Session オブジェク トが Zen エンジンに接続するかど うかを示すブール値を返

します。

True = 接続されています

False = 接続されていません

Error 最後のメ ソ ッ ド呼び出しのエラーを返します。 メ ソ ッ ド呼び出しの結果を渡
し、 エラーを説明する  dtoResult 文字列を返します。 エラー コードの一覧につ

いては DtoResult を参照してください。

ServerName DtoSession オブジェク トのサーバー名を取得または設定します。

UserName オブジェク トのユーザー名を設定します。 

Password セッシ ョ ンのパスワードを設定します。
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メソッ ド

Connect

Disconnect

GetSetting

備考

DtoSession オブジェク トは、 辞書を除くすべての操作の起点です。 DtoSession を使用し

て、 サーバーへの接続、 カテゴ リや設定などの設定情報の取得、 データベースや DSN 

の調査、 Zen の使用情報の監視を行います。

DtoSession を使用するには、 まずオブジェク トのインスタンスを作成し、 Connect メ

ソ ッ ドを使ってセッシ ョ ン オブジェク トのサーバーを指定します。

セッシ ョ ンの接続に使用するユーザー名とパスワードはそのマシン用のみです。 これ

は、 Zen データベースに対して認証されるわけではあ り ません。

メモ ： ASP を使って、 または Visual Basic の CreateObject メ ソ ッ ドを使ってこのオブ

ジェク トのインスタンスを作成する場合、 DtoSession のプログラム ID は 

"DTO.DtoSession.2" （DTO バージ ョ ン 2） または "DTO.DtoSession.1" （DTO バージ ョ ン 
1） にな り ます。 これら  2 つのバージ ョ ンの違いについては、 DTO2 を参照してくださ

い。

例

' セッシ ョ ン オブジェク トのインスタンスを作成する
Dim my_session as New DtoSession

' サーバーに接続する
result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

'Error プロパティ を使って接続が正常かど うか確認する
if Not (result = Dto_Success)
Then Msgbox"Could not connect to the server.Error was "+ my_session.Error(result)

' セッシ ョ ン オブジェク ト を使って、 Category および Database 
' コレクシ ョ ンを取得する

Dim my_categories as DtoCategories
Dim my_databases as DtoDatabases
Set my_categories = my_session.Categories
Set my_databases = my_session.Databases
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関連項目

DtoCategories コレクシ ョ ン

DtoServices オブジェク ト

DtoMonitor オブジェク ト

DtoDatabases コレクシ ョ ン

DtoDSNs コレクシ ョ ン

メ ソッ ドの詳細

Connect

サーバーへの接続を開きます。

構文

Dim result as DtoResult
result = Object.Connect([server], [username], [password])

引数 

戻り値 

Object DtoSession オブジェク ト

server （省略可能） 接続するサーバーの名前。 省略した場合、 ローカル サーバーへの

接続を試行します。 また、 先に ServerName プロパティを設定しておき、 この

パラ メーターを指定しないで Connect メ ソ ッ ドを呼び出すこ と もできます。

username （省略可能） サーバーのユーザー名。 先に UserName プロパティを設定してお

き、 このパラ メーターを指定しないで Connect メ ソ ッ ドを呼び出すこ と もでき

ます。

password （省略可能） ユーザーのパスワード。 先に Password プロパティを設定しておき、

このパラ メーターを指定しないで Connect メ ソ ッ ドを呼び出すこ と もできます。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 Error プロパティ

を使って結果の説明を取得します。 
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備考

サーバーへの接続はさまざまな理由で失敗するこ とがあるので、 このメ ソ ッ ドの戻り値

をチェッ ク してプログラムから適切な処置を行ってください。

ユーザー名とパスワードを指定しない場合、 guest と してログインを試みます。 guest と

してのログインが成功した場合、 いくつかの機能が使用できません。

セッシ ョ ンが現在接続されているかど うかを確認するために isConnected プロパティを

チェッ ク して ください。

例

Dim result as DtoResult
Dim my_session as New DtoSession
result = my_session.Connect("myserver", "smook", "1234")

Dim result as DtoResult
Dim my_session as New DtoSession
my_session.UserName="smook"
my_session.Password="1234"
my_session.ServerName="myserver"
result = my_session.Connect

Disconnect

サーバーへの接続を終了します。

構文

result = Object.Disconnect

引数 

戻り値 

備考

セッシ ョ ン オブジェク ト を使用して別のサーバー、 あるいは既存のアプリ ケーシ ョ ン

へ接続する前に、 接続しているすべてのサーバーに対してこのメ ソ ッ ドを呼び出す必要

があ り ます。

Object DtoSession オブジェク ト

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 Error プロパティ

を使って結果の説明を取得します。 
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例

Dim result as DtoResult
Dim my_session as New DtoSession
result = my_session.Connect("myserver", "username", "pw")
'
' こ こで操作を実行
' 
result = my_session.Disconnect

GetSetting

設定 ID を使用して DtoSetting オブジェク ト を取得します。 

構文

Set my_setting = Object.GetSetting(setting_id)

引数 

戻り値 

備考

このメ ソ ッ ドは、 最初にカテゴ リ を取得して DtoSettings コレクシ ョ ンから検索するこ

とな く、 指定した設定を取得する場合に利用できます。

例

Dim oSession As New DtoSession 
Dim Result As dtoResult 
Result = oSession.Connect("localhost", "", "") 

Dim oSetting As DtoSetting 
Dim settingFileversion As Integer
settingFileversion = 97
Set oSetting = oSession.GetSetting(settingFileversion) 

Object DtoSession オブジェク ト

setting_id 有効な設定 ID。DtoSetting オブジェク トにはそれぞれ一意に識別する  SettingID 
プロパティがあ り ます。 特定のカテゴ リのすべての設定を取得する場合は、
DtoCategory オブジェク トの Settings プロパティを使用します。 このメ ソ ッ ド

は、 取得する特定の設定が既にわかっていて、 あらかじめそれらの設定 ID
（setting_id） を保存している場合に利用できます。

my_setting DtoSetting オブジェク ト 。 指定した設定が見つからなかった場合は、

NULL が返されます。
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If oSetting Is Nothing Then 
MsgBox "Invalid setting" 
Else 
Dim new_selections As New DtoSelectionItems 
'0 = 9.5 '1 = 9.0 '2 = 8.x '3 = 7.x '4 = 6.x '5 = 13.0 '6 = 16.0
' これらはファ イル形式の値です

new_selections.Add oSetting.AllPossibleSelections.GetByID(0) 
oSetting.Value = new_selections 
End If 
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DTO を使用した Zen サーバーの設定

以下のト ピッ クでは、 Distributed Tuning Objects の設定グループを構成するオブジェク

トについて説明します。

• DtoCategories コレクシ ョ ン

• DtoCategory オブジェク ト

• DtoLicenseMgr オブジェク ト

• DtoSettings コレクシ ョ ン

• DtoSetting オブジェク ト

• DtoSelectionItems コレクシ ョ ン

• DtoSelectionItem オブジェク ト

• DtoServices オブジェク ト
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DtoCategories コレクシ ョ ン

このオブジェク トは、 特定の DtoSession オブジェク トに使用できるすべての設定カテ

ゴ リ を表す DtoCategory オブジェク トのコレクシ ョ ンです。

プロパティ  

メソッ ド

なし

備考

このコレクシ ョ ンでは、 1 から始まる序数を渡して個別の項目を取得するこ とができま

す。

Count プロパティを使用してコレクシ ョ ン内のメンバー数を調べます。 

num_categories = my_categories.Count

Item プロパティを使用して、 コレクシ ョ ンの 1 から始まるインデッ クスを取得します。

Set first_item = my_categories(1)

例

' セッシ ョ ン オブジェク トのインスタンスを作成し、 サーバーに接続する
Dim my_session as new DtoSession
Dim result as DtoResult
result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

'Categories コレクシ ョ ンを取得する
Dim my_categories as DtoCategories
Set my_categories = my_session.Categories

関連項目

DtoCategory オブジェク ト

Count コレクシ ョ ン内のメンバー数を返します。 

Item コレクシ ョ ンの特定のメンバーを返します。 
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DtoSession オブジェク ト
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DtoCategory オブジェク ト

このオブジェク ト を使用すれば、 DtoCategories コレクシ ョ ンの特定のカテゴ リで操

作を実行するこ とができます。

プロパティ  

コレクション

DtoSettings コレクシ ョ ン

メ ソッ ド

なし

備考

カテゴ リの設定リ ス ト を取得するには、 Settings プロパティを使って DtoSettings コレク

シ ョ ンを返します。 その後、 その中に含まれる  DtoSetting オブジェク ト を使って特定の

設定に関する情報を取得するこ とができます。

例

' セッシ ョ ン オブジェク トのインスタンスを作成し、 サーバーに接続する
Dim my_session as new DtoSession
Dim result as DtoResult
Dim category as DtoCategory
Dim my_categories as DtoCategories
Dim settings as DtoSettings
result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

'Categories コレクシ ョ ンを取得する
Set my_categories = my_session.Categories

' コレクシ ョ ン内をループする
For Each category In my_categories 
  Set settings = category.Settings
Next

CategoryID DtoCategory の一意のカテゴ リ  ID を返します。

Name カテゴ リの名前を返します。

Session カテゴ リのセッシ ョ ンを返します。
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関連項目

DtoCategories コレクシ ョ ン

DtoSession オブジェク ト
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DtoLicenseMgr オブジェク ト

DTO2 のみ ： このオブジェク ト を使用すれば、 製品ライセンスの認証と認証解除、 ライ

センス検証操作の開始、 および製品情報の XML 文字列の取得が行えます。

プロパティ

なし

コレクション

なし

メソッ ド

AddLicense

DeleteLicense

GetProductInfo 

ValidateLicenses

備考

Session オブジェク トから取得します。

例
' セッシ ョ ン オブジェク トのインスタンスを作成し、 サーバーに接続する
Dim my_session as new DtoSession
Dim result as DtoResult
Dim my_licmgr as DtoLicenseMgr

result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

'License Manager オブジェク ト を取得する
Set my_licmgr = my_session.LicenseMgr

' ラ イセンスを追加する

result = my_licmgr.AddLicense("ERXVD3U4ZS9KR94QPDHV5BN2")
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関連項目

DtoSession オブジェク ト

メ ソッ ドの詳細

AddLicense

ライセンスを認証します。

構文

result = LicenseManager.AddLicense(License)

引数 

戻り値 

例

' セッシ ョ ン オブジェク トのインスタンスを作成し、 サーバーに接続する
Dim my_session as new DtoSession
Dim result as DtoResult
Dim my_licmgr as DtoLicenseMgr

result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

'License Manager オブジェク ト を取得する
Set my_licmgr = my_session.LicenseMgr

' ラ イセンスを追加する

result = my_licmgr.AddLicense("ERXVD3U4ZS9KR94QPDHV5BN2")

DeleteLicense

ライセンスを認証解除します。

LicenseManager DtoLicenseMgr オブジェク ト

License DtoSession オブジェク ト を使って現在接続しているエンジンに対して認

証する、 有効なライセンス  キー。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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構文

result = LicenseManager.DeleteLicense(License)

引数 

戻り値 

備考

なし

例

' セッシ ョ ン オブジェク トのインスタンスを作成し、 サーバーに接続する
Dim my_session as new DtoSession
Dim result as DtoResult
Dim my_licmgr as DtoLicenseMgr

result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

'License Manager オブジェク ト を取得する
Set my_licmgr = my_session.LicenseMgr

' ラ イセンスを削除する

result = my_licmgr.DeleteLicense("ERXVD3U4ZS9KR94QPDHV5BN2")

GetProductInfo

License Manager で検出されたすべての Zen 製品の一覧を取得します。 

構文

result = LicenseManager.GetProductInfo

引数 

LicenseManager DtoLicenseMgr オブジェク ト

License DtoSession オブジェク ト を使って現在接続しているエンジンから認証解除

する、 有効なライセンス  キー。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オ
ブジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 

LicenseManager DtoLicenseMgr オブジェク ト
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戻り値 

備考

XML 形式の文字列の詳細については、 『Distributed Tuning Interface Guide』 で 
PvGetProductsInfo() の備考を参照してください。

例

' セッシ ョ ン オブジェク トのインスタンスを作成し、 サーバーに接続する
Dim session As New DtoSession
Set session = New DtoSession
Dim result As dtoResult
result = session.Connect("server", "user", "password")

If result <> Dto_Success Then
MsgBox "Error on connect."& CStr(result)
Exit Sub
End If
Dim xmlstring As String
xmlstring = session.LicenseMgr.GetProductInfo
RichTextBox1.TextRTF = xmlstring

ValidateLicenses

セッシ ョ ン接続によって示されるコンピューターのすべてのキーに関する有効性の

チェッ クを開始します。 

構文

result = LicenseManager.ValidateLicenses

引数 

戻り値 

result 製品の一覧を XML 形式の文字列で返します。

LicenseManager DtoLicenseMgr オブジェク ト

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession 
オブジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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備考

ValidateLicenses は、 検証チェッ クの要求から生じた結果のみを返します。 キーの状態に

関する情報は何も返しません。 キーの状態に関する情報も含め、 製品情報の XML 文字

列を取得するには、 別に GetProductInfo を呼び出す必要があ り ます。

例

' セッシ ョ ン オブジェク トのインスタンスを作成し、 サーバーに接続する
Dim my_session as new DtoSession
Dim result as DtoResult
Dim my_licmgr as DtoLicenseMgr

result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

'License Manager オブジェク ト を取得する
Set my_licmgr = my_session.LicenseMgr

'すべてのキーの検証チェッ クを開始する
result = my_licmgr.ValidateLicenses
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DtoSettings コレクシ ョ ン

このコレクシ ョ ンには、 特定の DtoCategory オブジェク トのすべての設定を表す 

DtoSetting オブジェク トが含まれます。

プロパティ  

メソッ ド

なし

備考

Count プロパティを使用してコレクシ ョ ン内のメンバー数を調べます。 

このコレクシ ョ ンでは、 1 から始まる序数または設定名を含むバリ アン ト を渡して個別

の項目を取得するこ とができます。

メモ ： また、 DtoSession オブジェク トの GetSetting を使って個別の設定を取得するこ

と もできます。 これによ り、 カテゴ リ と設定内のループを節約します。

例

Dim my_categories as DtoCategories
Set my_categories = my_session.Categories

Dim my_settings as DtoSettings
Dim first_setting as DtoSetting
Set my_settings = my_categories.Settings
Set first_setting = my_settings(1)

関連項目

DtoCategories コレクシ ョ ン

DtoCategory オブジェク ト

Count コレクシ ョ ン内のメンバー数を返します。 

Item コレクシ ョ ンの特定のメンバーを返します。 
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DtoSetting オブジェク ト

このオブジェク トは、 環境設定を表します。
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プロパティ  

AllPossibleSelections 設定タイプが単一選択または複数選択である と き、 選択可能なすべて
の項目を表す DtoSelectionItems コレクシ ョ ンまたは 
DtoSelectionItem オブジェク トを返します。 

このプロパティは、 Type プロパティの設定が "dtoSingleSelection" また

は "dtoMultiSelection" の場合にのみ有効です。 これらはそれぞれ、

TypeNames プロパティの "Single Selection" および "Multiple Selection" 
に相当します。 

Category この設定に関連する  DtoCategory オブジェク ト を返します。

DefaultValue 設定のデフォルト値を返します。

戻り値は Type プロパティの設定に基づくバリ アン トです。

Type プロパティが "Single selection" の場合は DtoSelectionItem オブ

ジェク ト を返します。

Type プロパティが "Multiple selection" の場合は DtoSelectionItems コレ

クシ ョ ンを返します。

Factor 設定のファ クター値を返します。 

たとえば、 多くの設定が Zen ではバイ ト単位で保存されていますが、

ユーザーは設定を変更する と きにキロバイ ト単位で値を入力する場合
があ り ます。 

ある設定の Value プロパティで 16384 が返され、 Factor プロパティが 
1024 を返した場合、 プログラムでは 16384 を 1024 で除算してユー

ザーに 16 を返します。 その後、 FactorString プロパティを照会し、 新

しい単位を取得します。 この場合はキロバイ トにな り ます。

Value プロパティを設定する前に、 ユーザーが指定した値に Factor プ
ロパティを乗算する必要があ り ます。

FactorString Factor プロパティに合わせて調整された Value プロパティの単位を返

します。 たとえば、 UnitString プロパティが "bytes" を返した場合、

FactorString プロパティは "kbytes" を返し、 Factor プロパティは "1024" 
を返します。

FalseString ブール型の設定の False 値を返します。 

このプロパティは、 ブール型の設定の場合にのみ有効です。 設定が
ブール型かど うかを調べるには、 Type プロパティを使用します。

Help ある設定に関連するヘルプ テキス ト を返します。 
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IsClient その設定が Zen ク ラ イアン トに対して有効か、または Enterprise Server 
に対して有効かど うかを示すブール値を返します。

True = ク ライアン ト

False = サーバー

Max Long 型の設定の最大値を返します。 

このプロパティは、 Long 型の設定の場合にのみ有効です。 設定が 
Long 型かど うかを調べるには、 Type プロパティを使用します。

このプロパティで負数が返される場合、 以下のよ うに解釈されます。

/* 最大有効メモ リ またはディ スク  サイズ */P_MAX_MEM_DISK_SIZE   
-129

/* 使用可能なディ スク  スペースによって制限される最大サイズ */
P_MAX_LIMITED_BY_DISK  -2

/* 使用可能なメモ リによって制限される最大サイズ */
P_MAX_LIMITED_BY_MEMORY  -1

Min Long 型の設定の最小値を返します。 

このプロパティは、 Long 型の設定の場合にのみ有効です。 設定が 
Long 型かど うかを調べるには、 Type プロパティを使用します。

このプロパティが有効でない場合は -1 を返します。

Name 設定の名前を返します。 

Rank 設定のランクを返します。 ランクのグループ設定は、 上級ユーザーに
のみ適用するかど うかを条件と します。

0 = 標準

1 = 上級

Session このオブジェク トに関連するセッシ ョ ンを返します。

SettingID 設定の固有の識別子を返します。

TrueString ブール型の設定の True 値を返します。 

このプロパティは、 ブール型の設定の場合にのみ有効です。 設定が
ブール型かど うかを調べるには、 Type プロパティを使用します。

Type 設定タイプ （設定タイプ列挙） を返します。

0 = Boolean （ブール型）

1 = Long （Long 型）

2 = String （文字列）

3 = Single selection （単一選択）

4 = Multiple selection （複数選択）



41

コレクション

DtoSelectionItems コレクシ ョ ン

メ ソッ ド

なし

備考

Type プロパティを使用して設定のタイプを見つけます。 次のタイプによって異なるこ

とに注意してください。

• TrueString および FalseString プロパティはブール型の設定 （0） にのみ適用されま

す。

TypeName 設定のタイプを文字列形式で返します。

Boolean

Long

String

Single selection

Multiple selection

UnitString Long 型の設定の単位を返します。

たとえば、 seconds、 bytes などです。

ユーザーがよ り使いやすい値の範囲を利用できるよ う  Value プロパ

ティを調整する場合は、 Factor プロパティ と  FactorString プロパティを

使用します。

Value 設定の値を取得または設定します。

戻り値は Type プロパティの設定に基づくバリ アン トです。

Type プロパティが "Single selection" の場合は DtoSelectionItem オブ

ジェク ト を返します。

Type プロパティが "Multiple selection" の場合は DtoSelectionItems コレ

クシ ョ ンを返します。

Long 型の設定に対してこのプロパティを設定する場合は、Min および 
Max プロパティで照会して、 設定する値がその設定の制限範囲内であ

るかど うかをチェッ ク して ください。
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• Factor、 FactorString、 Max、 Min および UnitString プロパティは Long 型の設定 （1）
にのみ適用されます。

例

Set my_settings = my_category.Settings
Set first_setting = my_settings(1)

関連項目

DtoCategories コレクシ ョ ン

DtoCategory オブジェク ト
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DtoSelectionItems コレクシ ョ ン

選択タイプの設定で、 選択可能な値を表す DtoSelectionItem オブジェク トのコレクシ ョ

ン。

プロパティ  

メソッ ド

Add

GetById

Remove

備考

DtoSetting オブジェク トの AllPossibleSelections プロパティは、 DtoSelectionItems コ

レクシ ョ ンを返します。

Count プロパティを使用してコレクシ ョ ン内のメンバー数を調べます。 

例

Set first_setting = my_settings(1)

type = first_setting.Type

'選択タイプの設定の場合のみこれを呼び出す
'設定タイプの一覧は、 設定タイプ列挙を参照

if (type = dtoSingleSel) OR (type = dtoMultiSel)
Set all_the_selections = first_setting.AllPossibleSelections

関連項目

DtoCategories コレクシ ョ ン

Count コレクシ ョ ン内のメンバー数を返します。 

Item コレクシ ョ ンの特定のメンバーを返します。 
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DtoSetting オブジェク ト

メ ソッ ドの詳細

Add

DtoSelectionItems コレクシ ョ ンに項目を追加します。

構文

result = Collection.Add(Object)

引数 

戻り値 

備考

このメ ソ ッ ドには DtoSelectionItem タイプのパラ メーターが必要です。 このため、 コレ

クシ ョ ンにオブジェク ト を追加する前に、 まずオブジェク トのインスタンスを作成して

そのプロパティを設定する必要があ り ます。

例

Dim Result As dtoResult
Dim Session As New DtoSession
Result = Session.Connect("nik‐ntws", "", "")
Dim my_setting As DtoSetting
Dim SetID As Long
SetID = 26
Set my_setting = Session.GetSetting(SetID)
   If my_setting Is Nothing Then
        MsgBox " Setting is wrong"
        Exit Sub
   End If

'新しい値の割り当てを開始する
'ItemID 1 で項目を追加する
new_selections.Add my_setting.AllPossibleSelections.Item(1) 
'TCP

Collection オブジェク ト を追加する  DtoSelectionItems コレクシ ョ ン。 

Object 追加する  DtoSelectionItem オブジェク ト。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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my_setting.Value = new_selections

GetById

指定した ID で DtoSelectionItems コレクシ ョ ンから  DtoSelectionItem オブジェク ト を返し

ます。

構文

my_selection_item = Collection.GetById(id)

引数 

戻り値 

例

Dim Result As DtoResult
Dim Session As New DtoSession
Result = Session.Connect("nik‐ntws", "", "")
Dim my_setting As DtoSetting
Dim SetID As Long
SetID = 26
Set my_setting = Session.GetSetting(SetID)
   If my_setting Is Nothing Then
        MsgBox " Setting is wrong"
        Exit Sub
   End If

Dim new_selections As New DtoSelectionItems
new_selections.Add my_setting.AllPossibleSelections.GetByID(3)  'Microsoft TCP/IP

my_setting.Value = new_selections

Remove

DtoSelectionItems コレクシ ョ ンから項目を削除します。

Collection DtoSelectionItems コレクシ ョ ン

id コレクシ ョ ンから取得する項目の ID。 特定の選択項目の ID は 
DtoSelectionItem オブジェク トの ItemId  プロパティを使って取得するこ とが

できます。

my_selection_item id に相当する  DtoSelectionItem オブジェク ト  
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構文

result = Collection.Remove(item)

引数 

戻り値 

備考

このメ ソ ッ ドには DtoSelectionItem タイプのパラ メーターが必要です。

例

Dim Result As DtoResult
Dim Session As New DtoSession
Result = Session.Connect("nik‐ntws", "", "")
Dim my_setting As DtoSetting
Dim SetID As Long
SetID = 26
Set my_setting = Session.GetSetting(SetID)
   If my_setting Is Nothing Then
        MsgBox " Setting is wrong"
        Exit Sub
   End If

Dim new_selections As New DtoSelectionItems
new_selections.Add my_setting.AllPossibleSelections.GetByID(3)  ''Microsoft TCP/IP
new_selections.Remove(1)

my_setting.Value = new_selections

Collection DtoSelectionItems コレクシ ョ ン

item コレクシ ョ ンから削除する項目の （1 から始まる） インデッ クスまたは選

択項目の名前を含むバリアン ト。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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DtoSelectionItem オブジェク ト

選択タイプの設定で選択可能な値を表すオブジェク トです。

プロパティ  

メソッ ド

なし

備考

DtoSetting オブジェク トの AllPossibleSelections プロパティは DtoSelectionItems コレ

クシ ョ ンを返します。

例

Set first_setting = my_settings.Item(1)

Dim type as dtoSettingType
type = first_setting.Type

'選択タイプの設定の場合のみこれを呼び出す
'設定タイプの一覧は、 設定タイプ列挙を参照

if (type = dtoSingleSel) OR (type = dtoMultiSel) then
Dim all_the_selections as DtoSelectionItems
Dim selection as DtoSelectionitem
Set all_the_selections = first_setting.AllPossibleSelections

Dim String_text as String
For each selection in all_the_selections
  String_text = selection.String
Next

関連項目

DtoSelectionItems コレクシ ョ ン

DtoSetting オブジェク ト

ItemID 選択項目の一意の ID を返します。 

Setting この選択項目を適用する設定を返します。

String 選択項目の値を返します。
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DtoServices オブジェク ト

このオブジェク トは DtoService オブジェク トのコレクシ ョ ンです。 これはサーバーで起

動している  Zen サービスを表します。

プロパティ  

メソッ ド

RestartAllServices

StartRelational

StartTransactional

StopRelational

StopTransactional

StartDXAgent

StartDXReplication

StopDXAgent

StopDXReplication

備考

DtoServices のメ ソ ッ ドは、 DtoSession オブジェク ト を使って接続するコンピューターで

起動している  Zen エンジンのサービスを制御します。 これらのメ ソ ッ ドはすべて 

DtoResult 列挙を返します。 

Status サービスの状態を返します。 状態を取得する以下のサービスを渡す
必要があ り ます。

dtoServiceTransactional

dtoServiceRelational

dtoServiceIDS

StatusString 現在の状態を表す文字列を返します。
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このオブジェク トによって、 Windows プラ ッ ト フォームで起動している  Zen エンジン

のサービスを開始および停止するこ とができます。 また、 Status または StatusString 

プロパティを使って Zen サービスの現在の状態を照会するこ とができます。

DtoServices オブジェク トに関するセキュリテ ィ情報

• このオブジェク トは、 DtoSession オブジェク ト と同じユーザー名とパスワードを

使って Windows サーバーに接続するこ とができます。 

• Microsoft の Internet Information Service （IIS） によってホス ト される  Web アプリ ケー

シ ョ ンから このオブジェク トのメ ソ ッ ドを使用する場合は、 IIS によって DTO が IIS 

サービス と同じプロセス内で実行できるよ うにするために、 DTO の Web アプリ

ケーシ ョ ンがあるディ レク ト リ上でプロパティを設定する必要があ り ます。 これを

行わない場合、 IIS サービスの現在の状態は取得できますが、 Startxx メ ソ ッ ドや 

Stopxx メ ソ ッ ドを使用したと きに DTO エラー 431 （アクセス拒否） が返されます。

DtoServices オブジェク トのメ ソ ッ ドに必要な IIS フォルダー プロパティを設定する

には、 DTO Web アプリ ケーシ ョ ンが置かれているフォルダー上で以下の手順を実行

してください。 IIS の設定の詳細については、 Microsoft IIS のドキュ メン ト を参照し

てください。

DTO の Web アプリケーシ ョ ンからサービスを開始 / 停止できるように IIS を構成す

るには

1. ［スタート ］ メニューから ［設定］ を選択し、 ［コン ト ロール パネル］ をポイン ト し

ます。

2. ［管理ツール］ をダブルク リ ッ ク します。 

3. ［インターネッ ト  サービス マネージャー］ をダブルク リ ッ ク します。

4. DTO の ASP アプリ ケーシ ョ ンがあるフォルダーを参照します。

5. 左ペインのフォルダーを右ク リ ッ ク して ［プロパティ ］ を選択します。

6. ［ディレク ト リ］ タブをク リ ッ ク します。
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7. DtoServices のメ ソ ッ ドの IIS ディ レク ト リ  プロパティに対して、 ダイアログ ボッ ク

スの ［アプリケーシ ョ ン保護］ フ ィールドで " 低 （IIS プロセス） " を指定します。 

例

' この例では、 サーバーに接続し、 
'すべての Zen サービスを再開する

Dim my_session as new DtoSession
Dim my_services as DtoServices
Dim result as DtoResult

result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")
Set my_services = my_session.Services
result = my_services.RestartAllServices

' この例では、 サーバーに接続し、
'DataExchange (DX) エージェン ト  サービス と DX レプ リ ケーシ ョ ン サービスを
'再開する

Dim my_session as new DtoSession
Dim my_services as DtoServices
Dim result1 as DtoResult
Dim result2 as DtoResult

result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")
Set my_services = my_session.Services
result1 = my_services.StartDXReplication
result2 = my_services.StartDXAgent

関連項目

DtoSession オブジェク ト
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DtoSetting オブジェク ト

メ ソッ ドの詳細

RestartAllServices

ト ランザクシ ョナル サービス、 リ レーシ ョナル サービス、 DataExchange （DX） エー

ジェン トおよび DX レプ リ ケーシ ョ ン サービスを停止して再開始します。

構文

result = Services.RestartAllServices

引数 

戻り値 

StartRelational

リ レーシ ョナル サービスを開始します。 Zen v14 以降、 これは StartTransactional メ ソ ッ

ド と同じです。

構文

result = Services.StartRelational

Services DtoServices オブジェク ト

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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引数 

戻り値 

StartTransactional

Btrieve ト ランザクシ ョナル サービスを開始します。 Zen v14 以降、 これは 
StartRelational メ ソ ッ ド と同じです。

構文

result = Services.StartTransactional

引数 

戻り値 

StopRelational

リ レーシ ョナル エンジン サービスを停止します。 Zen v14 以降、 これは 

StopTransactional メ ソ ッ ド と同じです。

構文

result = Services.StopRelational

Services DtoServices オブジェク ト

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 

Services DtoServices オブジェク ト

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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引数 

戻り値 

StopTransactional

Btrieve ト ランザクシ ョナル エンジン サービスを停止します。 Zen v14 以降、 これは 
StopRelational メ ソ ッ ド と同じです。

構文

result = Services.StopTransactional

引数 

戻り値 

StartDXAgent

DataExchange （DX） エージェン ト  サービスを開始します。 DX エージェン トは、 レプ

リ ケーシ ョ ンでの重大な障害を検出し、 管理者に電子メールで通知するコンポーネン ト

です。 詳細については、 DataExchange ドキュ メン ト を参照してください。

DX エージェン ト  サービスは、 DX レプリ ケーシ ョ ン サービスを開始する前でも開始す

るこ とができますが、 その場合はレプリ ケーシ ョ ン サービスが停止しているこ とを通

知する メ ッセージがエージェン トから返されます。 レプリ ケーシ ョ ン サービスがまだ

実行していないため、 これは正常な動作です。

Services DtoServices オブジェク ト

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 

Services DtoServices オブジェク ト

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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構文

result = Services.StartDXAgent

引数 

戻り値 

StartDXReplication

DataExchange （DX） レプ リ ケーシ ョ ン サービス （レプ リ ケーシ ョ ン エンジン） を開始

します。 レプ リ ケーシ ョ ン エンジンでは、 DataExchange レプ リ ケーシ ョ ン ネッ ト ワー

ク内で、 どれか 1 つの Zen データベースの変更を捕捉し、 それをほかのデータベースと

共有するこ とができます。 詳細については、 DataExchange ドキュ メン ト を参照してく

ださい。

レプ リ ケーシ ョ ン サービスを開始する と、 ト ランザクシ ョナル サービスやリ レーシ ョ

ナル サービスも開始します。

構文

result = Services.StartDXReplication

引数 

戻り値 

Services DtoServices オブジェク ト

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 

Services DtoServices オブジェク ト

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession 
オブジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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StopDXAgent

DataExchange （DX） エージェン ト  サービスを停止します。 DX エージェン トは、 レプ

リ ケーシ ョ ンでの重大な障害を検出し、 管理者に電子メールで通知するコンポーネン ト

です。 詳細については、 DataExchange ドキュ メン ト を参照してください。

構文

result = Services.StopDXAgent

引数 

戻り値 

StopDXReplication

DataExchange （DX） レプ リ ケーシ ョ ン エンジンを停止します。 レプリ ケーシ ョ ン エン

ジンでは、 DataExchange レプ リ ケーシ ョ ン ネッ ト ワーク内で、 どれか 1 つの Zen デー

タベースの変更を捕捉し、 それをほかのデータベースと共有するこ とができます。 詳細

については、 DataExchange ドキュ メン ト を参照してください。

構文

result = Services.StopDXReplication

引数 

戻り値 

Services DtoServices オブジェク ト

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 

Services DtoServices オブジェク ト

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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DTO を使用した Zen サーバーの監視

以下のト ピッ クでは、 Distributed Tuning Objects の監視グループを構成するオブジェク

トについて説明します。

• DtoMonitor オブジェク ト

• DtoOpenFiles コレクシ ョ ン

• DtoOpenFile オブジェク ト

• DtoFileHandles コレクシ ョ ン

• DtoFileHandle オブジェク ト

• DtoMkdeClients コレクシ ョ ン

• DtoMkdeClient オブジェク ト

• DtoMkdeClientHandles コレクシ ョ ン

• DtoMkdeClientHandle オブジェク ト

• DtoCommStat オブジェク ト

• DtoProtocolStats コレクシ ョ ン

• DtoProtocolStat オブジェク ト

• DtoSqlClients コレクシ ョ ン

• DtoSqlClient オブジェク ト

• DtoMkdeVersion オブジェク ト

• DtoEngineInformation オブジェク ト
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DtoMonitor オブジェク ト

このオブジェク トは Zen サーバーに関する使用情報を提供します。 このオブジェク ト

は、 その他すべての監視操作のルート  オブジェク トです。

プロパティ  

CurClients セッシ ョ ンの現在のク ライアン ト数を返します。 

CurFilesInUse セッシ ョ ンで現在使用中のファイル数を返します。

CurHandlesInUse セッシ ョ ンで現在使用中のハンドル数を返します。 

CurLicensesInUse セッシ ョ ンで現在使用中のライセンス数を返します。

CurLicDataInUseMB 使用データの現在値をメガバイ ト （MB） 単位で返します。 DTO2 
のみ。

CurLocksInUse セッシ ョ ンで現在使用中のロ ッ ク数を返します。

CurSessionCountInUse 現在使用中のセッシ ョ ン数 （現在のセッシ ョ ン数） を返します。
DTO2 のみ。

CurThreads セッシ ョ ンのスレッ ド数を返します。 

CurTransInUse セッシ ョ ンで現在開いている ト ランザクシ ョ ンの数を返します。

EngineUpTimeSecs データベース  エンジンの実行時間を秒数で返します。 DTO2 のみ。

MaxClients セッシ ョ ンの最大ク ライアン ト数を返します。 

MaxFiles セッシ ョ ンの最大ファイル数を返します。

MaxHandles セッシ ョ ンの最大ハンドル数を返します。 

MaxLicenses セッシ ョ ンのユーザー ライセンス数を返します。

MaxLicDataMB 使用データの許容最大サイズ （使用データの制限値） を メガバイ ト
（MB） で返します。 16 進値 0xFFFFFFFF は無制限を意味します。

DTO2 のみ。

MaxSessionCount ライセンスによって許可される最大セッシ ョ ン数 （セッシ ョ ン数の
制限値） を返します。 16 進値 0xFFFFFFFF は無制限を意味します。

DTO2 のみ。

MaxThreads セッシ ョ ンの最大スレッ ド数を返します。 

MaxTrans セッシ ョ ンの最大ト ランザクシ ョ ン数を返します。
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コレクション

DtoMkdeClients コレクシ ョ ン

DtoOpenFiles コレクシ ョ ン

DtoSqlClients コレクシ ョ ン

オブジェク ト

DtoCommStat オブジェク ト

DtoSession オブジェク ト

DtoMkdeVersion オブジェク ト

メ ソッ ド

なし

例

' セッシ ョ ンのインスタンスを作成し、 サーバーに接続する
Dim my_session as new DtoSession
Dim result as DtoResult
result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

PeakClients セッシ ョ ンのク ライアン ト数のピーク値を返します。

PeakFilesInUse セッシ ョ ンで使用中のファイル数のピーク値を返します。

PeakHandlesInUse セッシ ョ ンで使用中のハンドル数のピーク値を返します。

PeakLicensesInUse セッシ ョ ンで使用中のライセンス数のピーク値を返します。

PeakLicDataInUseMB 同時に使用されているデータの最大値をメガバイ ト （MB） 単位で

返します。 DTO2 のみ。

PeakLocksInUse セッシ ョ ンで使用中のロ ッ ク数のピーク値を返します。

PeakSessionCountInUse 同時に使用されているセッシ ョ ンの最大数を返します。 DTO2 の
み。

PeakThreads セッシ ョ ンのスレッ ド数のピーク値を返します。

PeakTransInUse セッシ ョ ンで使用中のト ランザクシ ョ ン数のピーク値を返します。
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'DtoSession から DtoMonitor オブジェク ト を取得する
Dim session_monitor as DtoMonitor
Set session_monitor = my_session.Monitor

'現在使用中のファイルを取得する
Dim current_files as long
current_files = session_monitor.CurFilesInUse

関連項目

DtoOpenFiles コレクシ ョ ン

DtoMkdeClients コレクシ ョ ン
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DtoOpenFiles コレクシ ョ ン

現在開いているファイルを表す DtoOpenFile オブジェク トのコレクシ ョ ンです。

プロパティ  

メソッ ド

なし

備考

Count プロパティを使用してコレクシ ョ ン内のメンバー数を調べます。 

DtoMonitor オブジェク トのプロパティを使って DtoOpenFiles コレクシ ョ ンを取得する

こ とができます。

例

' セッシ ョ ンのインスタンスを作成して接続する
Dim my_session as new DtoSession
Dim result as DtoResult
result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

' セッシ ョ ンからモニター オブジェク ト を取得する
Dim my_monitor as DtoMonitor
Set my_monitor = my_session.Monitor

' モニターから開いているファ イルを取得する
Dim my_openfiles as DtoOpenFiles
Set my_openfiles = my_monitor.OpenFiles

関連項目

DtoMonitor オブジェク ト

Count コレクシ ョ ン内のメンバー数を返します。 

Item DtoOpenFiles コレクシ ョ ンの特定のメンバーを返します。 
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DtoOpenFile オブジェク ト

開いているファイルを表すオブジェク トです。
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プロパティ  

メソッ ド

なし

ActiveCursors 開いているファ イルのアクティブ カーソル数を返します。

AFLIndex 開いているファ イルの AFL Index を返します。

ContinuousOps 開いているファ イルが Continuous オペレーシ ョ ンを使用しているか

ど うかを返します。

FileName 開いているファ イルに関連付けられているファ イル名を返します。

IsLocked 開いているファ イルがロ ッ ク されているかど うかを返します。

0 = ロ ッ ク されていません

1 = ロ ッ ク されています

IsReadOnly 開いているファ イルが読み取り専用かど うかを返します。 

0 = 読み取り専用ではあ り ません

1 = 読み取り専用です

IsTrans 開いているファ イルが ト ランザクシ ョ ン状態かど うかを返します。

0 = No

1 = Yes

Monitor 開いているファ イルに関連付けられている  DtoMonitor オブジェク ト

を返します。

OpenMode 開いているファ イルのオープン モードを返します。

OpenModeName OpenMode のテキス ト  バージ ョ ンを返します。

PageSize 開いているファ イルのページ サイズを返します。

PhysFileSizeKB ファ イルの物理サイズをキロバイ ト （KB） で返します。 DTO2 のみ。

ReferentialIntegrity 開いているファ イルに参照整合性が設定されているかど うかを返し
ます。

0 = No

1 = Yes

TimeStamp 開いているファ イルのタイム スタンプを返します。

TTSFlag 今後の使用に備えて予約されています。
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コレクション

DtoFileHandles コレクシ ョ ン

備考

このオブジェク トは現在開いているファイルを表します。 開いているすべてのファイル

のコレクシ ョ ンの場合は、 DtoOpenFiles コレクシ ョ ンを使用します。

例

Dim my_session as new DtoSession
Dim is_read_only as Boolean
Dim my_monitor as DtoMonitor
Dim my_openfiles as DtoOpenFiles
Dim first_file as DtoOpenFile
Dim result as DtoResult

result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")
Set my_monitor = my_session.Monitor
Set my_openfiles = my_monitor.OpenFiles
Set first_file = my_openfiles(1)
is_read_only = first_file.IsReadOnly

関連項目

DtoOpenFiles コレクシ ョ ン

DtoMonitor オブジェク ト
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DtoFileHandles コレクシ ョ ン

開いているファイルのすべてのファイル ハンドルを表す DtoFileHandle オブジェク トの

コレクシ ョ ンです。

プロパティ  

メソッ ド

なし

備考

Count プロパティを使用してコレクシ ョ ン内のメンバー数を調べます。 

例

Dim my_session as new DtoSession 
Dim my_monitor as DtoMonitor
Dim my_openfiles as DtoOpenFiles
Dim first_file as DtoOpenFile
Dim my_handles as DtoFileHandles 
Dim result as DtoResult 

result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")
Set my_monitor = my_session.Monitor
Set my_openfiles = my_monitor.OpenFiles
Set first_file = my_openfiles.Item(1)
Set my_handles = first_file.FileHandles

関連項目

DtoFileHandle オブジェク ト

DtoOpenFile オブジェク ト

DtoMonitor オブジェク ト

Count コレクシ ョ ン内のメンバー数を返します。 

Item DtoFileHandles コレクシ ョ ンの特定のメンバーを返します。 
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DtoFileHandle オブジェク ト

開いているファイルのファイル ハンドルを表すオブジェク トです。

プロパティ  

メソッ ド

なし

備考

DtoFileHandles コレクシ ョ ンを使って、 開いているファイルのすべてのファイル ハン

ドルを取得します。

例

Dim my_session as new DtoSession
Dim my_openfiles as DtoOpenFiles
Dim first_file as DtoOpenFile
Dim my_handles as DtoFileHandles
Dim first_handle as DtoFileHandle
Dim locked_state as Boolean
Dim result as DtoResult

result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")
Set my_monitor = my_session.Monitor
Set my_openfiles = my_monitor.OpenFiles
Set first_file = my_openfiles.Item(1)
Set my_handles = first_file.FileHandles
Set first_handle = my_handles.Item(1)
locked_state = first_handle.IsLocked

ClientIndex ファ イル ハンドルのインデッ クスを返します。

IsLocked ファ イル ハンドルがロ ッ ク されているかど うかを返します。

IsWaiting ファ イル ハンドルのウェイ ト状態を返します。

OpenMode ファ イル ハンドルのオープン モードを返します。

OpenModeName OpenMode のテキス ト  バージ ョ ンを返します。

TransState ト ランザクシ ョ ン状態を返します。

UserName ファ イル ハンドルに関連付けられているユーザー名を返します。
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関連項目

DtoFileHandles コレクシ ョ ン

DtoOpenFile オブジェク ト

DtoMonitor オブジェク ト
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DtoMkdeClients コレクシ ョ ン

MicroKernel エンジン ク ライアン ト  オブジェク トのコレクシ ョ ンです。

プロパティ  

メソッ ド

なし

備考

Count プロパティを使用してコレクシ ョ ン内のメンバー数を調べます。 

例

' セッシ ョ ンのインスタンスを作成して接続する
Dim my_session as new DtoSession
Dim result as DtoResult

result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

' セッシ ョ ンからモニター オブジェク ト を取得する
Dim my_monitor as DtoMonitor
Set my_monitor = my_session.Monitor

' モニターから MicroKernel エンジン ク ラ イアン ト を取得する
Dim my_mkdeclients as DtoMkdeClients
Set my_mkdeclients = my_monitor.MkdeClients

関連項目

DtoMkdeClient オブジェク ト

DtoMonitor オブジェク ト

Count コレクシ ョ ン内のメンバー数を返します。 

Item DtoMkdeClients コレクシ ョ ンの特定のメンバーを返します。 
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DtoMkdeClient オブジェク ト

アクティブな MicroKernel エンジン ク ライアン ト を表すオブジェク トです。
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プロパティ  

コレクション

DtoMkdeClientHandles コレクシ ョ ン

BtrvID MicroKernel エンジン ク ラ イアン トの Btrieve ID を返します。

CacheAccesses MicroKernel エンジン ク ラ イアン トのキャ ッシュ  アクセス数を返しま

す。

ClientPlatform MicroKernel エンジン ク ラ イアン トのク ライアン ト  プラ ッ ト フォーム

列挙を返します。 可能な値については、 クライアン ト  プラッ ト フォー

ムを参照してください。

ClientPlatformName ClientPlatform のテキス ト  バージ ョ ン返します。

ClientSite MicroKernel エンジン ク ラ イアン トのク ライアン ト  サイ ト を返します。

ConnectionNumber MicroKernel エンジン ク ラ イアン トの接続番号を返します。 

CurrentLocks MicroKernel ク ラ イアン トの現在のロ ッ ク数を返します。

DiskAccesses MicroKernel エンジン ク ラ イアン トのディ スク  アクセス数を返します。

NetAddress MicroKernel エンジン ク ラ イアン トのアドレスを返します。

NumCursors MicroKernel エンジン ク ラ イアン トのカーソル数を返します。

RecordsDeleted MicroKernel エンジン ク ラ イアン トの削除済みレコード数を返します。

RecordsInserted MicroKernel エンジン ク ラ イアン トの挿入レコード数を返します。

RecordsRead MicroKernel エンジン ク ラ イアン トの読み取り レコード数を返します。

RecordsUpdated MicroKernel エンジン ク ラ イアン トの更新レコード数を返します。

ServiceAgentID MicroKernel エンジン ク ラ イアン トのサービス  エージェン ト  ID を返し

ます。

TaskNumber MicroKernel エンジン ク ラ イアン トのタスク番号を返します。

TransLevel MicroKernel エンジン ク ラ イアン トの ト ランザクシ ョ ン レベルを返し

ます。 

TransState ト ランザクシ ョ ン状態の列挙を返します。 可能な値については、 ト ラ
ンザクシ ョ ン タイプを参照してください。

UserName MicroKernel エンジン ク ラ イアン トのユーザー名を返します。
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DtoMonitor オブジェク ト

メ ソッ ド

Disconnect

備考

すべての MicroKernel エンジン ク ライアン ト を取得するには、 DtoMkdeClients コレク

シ ョ ンを使用します。

例

' セッシ ョ ンのインスタンスを作成して接続する
Dim my_session as new DtoSession
Dim result as DtoResult
result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")
' セッシ ョ ンからモニター オブジェク ト を取得する
Dim my_monitor as DtoMonitor
my_monitor = my_session.Monitor

' モニターから MicroKernel エンジン ク ラ イアン ト を取得する
Dim my_mkdeclients as DtoMkdeClients
Set my_mkdeclients = my_monitor.MkdeClients

'最初のク ライアン ト を取得し、 プロパティを照会する
Dim first_client as DtoMkdeClient
Dim num_locks as long
Set first_client = my_mkdeclients.Item(1)
num_locks = first_client.CurrentLocks

関連項目

DtoMkdeClientHandles コレクシ ョ ン

DtoMkdeClients コレクシ ョ ン

メ ソッ ドの詳細

Disconnect

特定の MicroKernel エンジン ク ライアン トの接続を切断します。
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構文

result = Object.Disconnect

引数 

戻り値 

備考

接続を切断する  MicroKernel エンジン ク ライアン ト ごとにこのメ ソ ッ ドを呼び出しま

す。

例

Dim result as DtoResult
result = my_mkdeclient.Disconnect

In Object DtoMkdeClient オブジェク ト

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブジェ

ク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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DtoMkdeClientHandles コレクシ ョ ン

DtoMkdeClientHandle オブジェク トのコレクシ ョ ンです。

プロパティ  

メソッ ド

なし

備考

Count プロパティを使用してコレクシ ョ ン内のメンバー数を調べます。 

例

' セッシ ョ ンのインスタンスを作成して接続する
Dim my_session as new DtoSession
Dim result as DtoResult
result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

' セッシ ョ ンからモニター オブジェク ト を取得する
Dim my_monitor as DtoMonitor
Set my_monitor = my_session.Monitor

' モニターから MicroKernel エンジン ク ラ イアン ト を取得する
Dim my_mkdeclients as DtoMkdeClients
Set my_mkdeclients = my_monitor.MkdeClients

'最初のク ライアン ト を取得し、 そのク ライアン ト  ハンドルを取得する
Dim first_client as DtoMkdeClient
Dim my_clienthandles as DtoMkdeClientHandles
Set first_client = my_mkdeclients(1)
'すべてのハンドルを取得する場合は、 ClientHandles コレクシ ョ ンを使用する
Set my_clienthandles = first_client.ClientHandles

' コレクシ ョ ン内のメンバー数を調べる
Dim num_clienthandles as Long
num_clienthandles = my_clienthandles.Count

Count コレクシ ョ ン内のメンバー数を返します。 

Item DtoMkdeClientHandles コレクシ ョ ンの特定のメンバーを返します。 
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関連項目

DtoMkdeClientHandle オブジェク ト

DtoMonitor オブジェク ト
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DtoMkdeClientHandle オブジェク ト

MicroKernel ク ライアン ト  ハンドルを表すオブジェク トです。

プロパティ  

メソッ ド

なし

備考

特定のクライアン トのすべての MicroKernel ク ライアン ト  ハンドルを取得するには、

DtoMkdeClientHandles コレクシ ョ ンを使用します。

例

' セッシ ョ ンのインスタンスを作成して接続する
Dim my_session as new DtoSession
Dim result as DtoResult
result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

' セッシ ョ ンからモニター オブジェク ト を取得する
Dim my_monitor as DtoMonitor
Set my_monitor = my_session.Monitor

' モニターから MicroKernel エンジン ク ラ イアン ト を取得する
Dim my_mkdeclients as DtoMkdeClients
Set my_mkdeclients = my_monitor.MkdeClients

FileName MicroKernel ク ライアン ト  ハンドルに関連付けられているファ イル名を

返します。 

LockType MicroKernel ク ライアン ト  ハンドルのロ ッ ク状態の列挙を返します。 可

能な値については、 ロック  タイプを参照してください。

OpenMode MicroKernel ク ライアン ト  ハンドルのオープン モードの列挙を返しま

す。 可能な値については、 オープン モードを参照してください。

OpenModeName OpenMode のテキス ト  バージ ョ ンを返します。

TransState ト ランザクシ ョ ン状態を返します。

WaitState MicroKernel ク ライアン ト  ハンドルのウェイ ト状態の列挙を返します。

可能な値については、 ウェイ ト状態を参照してください。
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'最初のク ライアン ト を取得し、 そのク ライアン ト  ハンドルを取得する
Dim first_client as DtoMkdeClient
Dim my_clienthandles as DtoMkdeClientHandles
Set first_client = my_mkdeclients(1)
Set my_clienthandles = first_client.MkdeClientHandles

' コレクシ ョ ン内のメンバー数を調べる
Dim num_clienthandles as long
num_clienthandles = my_clienthandles.Count

'最初のク ライアン ト  ハンドルを取得し、 ファ イル名を照会する
Dim first_clienthandle as DtoMkdeClientHandle
Dim fileName as string
Set first_clienthandle = my_clienthandles(1)
fileName = first_clienthandle.FileName

関連項目

DtoMkdeClientHandles コレクシ ョ ン

DtoMkdeClient オブジェク ト

DtoMonitor オブジェク ト
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DtoCommStat オブジェク ト

サーバーの使用情報を表すオブジェク トです。

プロパティ  

コレクション

DtoProtocolStats コレクシ ョ ン

オブジェク ト

DtoMonitor オブジェク ト

CurActiveThreads セッシ ョ ンの現在のアクティブ スレッ ド数を返します。

CurQueuedRequests セッシ ョ ンの待ち行列に入れられる リ クエス ト数を返します。

CurRemoteSessions セッシ ョ ンまたはプロ ト コルの待ち行列に入れられる リ クエス ト数
を返します。

MaxActiveThreads セッシ ョ ンの最大アクティブ スレッ ド数を返します。

MaxQueuedRequests セッシ ョ ンの待ち行列に入れられる リ クエス ト数の最大値を返しま
す。

MaxRemoteSessions セッシ ョ ンの最大リモート  セッシ ョ ン数を返します。

PeakActiveThreads セッシ ョ ンのアクティブ スレッ ド数のピーク値を返します。

PeakQueuedRequests セッシ ョ ンの待ち行列に入れられる リ クエス ト数のピーク値を返し
ます。

PeakRemoteSessions セッシ ョ ンのリモート  セッシ ョ ン数のピーク値を返します。

RequestsProcessed セッシ ョ ンで処理される リ クエス トの総数を返します。 

TotalTimeOuts DTO2 のみ ：通信タイム アウ トの総数を返します。

TotalRecoveries DTO2 のみ ： Zen Auto Reconnect （自動再接続の有効化） 機能を使用

して再接続する総数を返します。 詳細については、 『Advanced 
Operations Guide』 を参照して ください。
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メソッ ド

なし

備考

このオブジェク トのすべてのプロパティは Long 型整数の値を返します。

例

' セッシ ョ ンのインスタンスを作成して接続する
Dim my_session as new DtoSession
Dim result as DtoResult
result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

' セッシ ョ ンからモニター オブジェク ト を取得する
Dim my_monitor as DtoMonitor
Set my_monitor = my_session.Monitor

'CommStat オブジェク ト を取得する
Dim my_commstat as DtoCommStat
Set my_commstat = my_monitor.MkdeCommStat

'処理された リ クエス トの総数を取得する
Dim requests as long
requests = my_commstat.RequestsProcessed

関連項目

DtoMonitor オブジェク ト

DtoProtocolStats コレクシ ョ ン

DtoProtocolStat オブジェク ト
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DtoProtocolStats コレクシ ョ ン

DtoProtocolStat オブジェク トのコレクシ ョ ンです。

プロパティ  

メソッ ド

なし

備考

Count プロパティを使用してコレクシ ョ ン内のメンバー数を調べます。 

例

' セッシ ョ ンのインスタンスを作成して接続する
Dim my_session as new DtoSession
Dim result as DtoResult
result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

' セッシ ョ ンからモニター オブジェク ト を取得する
Dim my_monitor as DtoMonitor
Set my_monitor = my_session.Monitor

' モニター オブジェク トから CommStat オブジェク ト を取得する
Dim my_commstat as DtoCommStat
Set my_commstat = my_monitor.MkdeCommStat

'CommStat から ProtocolStats コレクシ ョ ンを取得する
Dim my_protocols as DtoProtocolStats
Set my_protocols = my_commstat.ProtocolStats

関連項目

DtoProtocolStat オブジェク ト

DtoMonitor オブジェク ト

Count コレクシ ョ ン内のメンバー数を返します。 

Item コレクシ ョ ンの特定のメンバーを返します。 
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DtoProtocolStat オブジェク ト

通信プロ ト コルに関する情報を提供します。

プロパティ  

メソッ ド

なし

備考

このオブジェク ト を使って特定のプロ ト コルにアクセスするには、 まず DtoMonitor オ
ブジェク ト と  DtoCommStat オブジェク ト を使用して DtoProtocolStats コレクシ ョ ンを

取得します。

このオブジェク トのすべてのプロパティは Long 型整数の値を返します。

例

このプロパティを使用して処理された リ クエス ト数を取得するには、 次のよ うに記述し

ます。

num_requests = Object.RequestsProcessed

現在のリモート  セッシ ョ ン数を取得するには、 次のよ うに記述します。

RemoteSess_count = Object.CurRemoteSessions

CurRemoteSessions セッシ ョ ンまたはプロ ト コルの待ち行列に入れられる リ クエス ト数
を返します。

PeakRemoteSessions セッシ ョ ンまたはプロ ト コルのリモート  セッシ ョ ン数のピーク値を

返します。

ProtocolID プロ ト コルの ID を返します。 現在は次のリ ターン コードのみがサ

ポート されています。 4 – WINSOCK TPC/IP

RequestsProcessed セッシ ョ ンまたはプロ ト コルで処理される リ クエス トの総数を返し
ます。
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関連項目

DtoProtocolStats コレクシ ョ ン

DtoCommStat オブジェク ト

DtoMonitor オブジェク ト
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DtoSqlClients コレクシ ョ ン

サーバーのすべての SQL ク ライアン ト を表す DtoSqlClient オブジェク トのコレクシ ョ

ンです。

プロパティ  

メソッ ド

なし

備考

Count プロパティを使用してコレクシ ョ ン内のメンバー数を調べます。 

例

' セッシ ョ ンのインスタンスを作成して接続する
Dim my_session as new DtoSession
Dim result as DtoResult
result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

' セッシ ョ ンからモニター オブジェク ト を取得する
Dim my_monitor as DtoMonitor
Set my_monitor = my_session.Monitor

' モニター オブジェク トから SQL ク ラ イアン ト を取得する
Dim my_sqlclients as DtoSqlClients
Set my_sqlclients = my_monitor.SqlClients

関連項目

DtoSqlClient オブジェク ト

DtoMonitor オブジェク ト

Count コレクシ ョ ン内のメンバー数を返します。 

Item コレクシ ョ ンの特定のメンバーを返します。 
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DtoSqlClient オブジェク ト

SQL ク ライアン トに関する情報の照会および SQL ク ライアン トの接続を切断するこ と

ができます。

プロパティ  

メソッ ド

Disconnect

備考

現在の SQL ク ライアン ト をすべて取得するには、 DtoSqlClients コレクシ ョ ンを使用し

ます。

例

' セッシ ョ ンのインスタンスを作成して接続する
Dim my_session as new DtoSession
Dim result as DtoResult
result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

' セッシ ョ ンからモニター オブジェク ト を取得する

AppDesc SQL ク ラ イアン ト を作成したアプリ ケーシ ョ ンの説明を返します。

ConnectTime SQL ク ラ イアン トの接続時間を返します。

CurStatusTime 最後のステータス以降の経過時間を返します。

DSN SQL ク ラ イアン トに関連付けられる  DSN を返します。

HostName SQL ク ラ イアン トのホス ト名を返します。

IP SQL ク ラ イアン トの IP を返します。

ProcessID SQL ク ラ イアン トのプロセス  ID を返します。

Status SQL ク ラ イアン トの状態を返します。

ThreadId SQL ク ラ イアン トのスレッ ド  ID を返します。

UserName SQL ク ラ イアン トに関連付けられているユーザー名を返します。
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Dim my_monitor as DtoMonitor
Set my_monitor = my_session.Monitor

' モニター オブジェク トから SQL ク ラ イアン ト を取得する
Dim my_sqlclients as DtoSqlClients
Set my_sqlclients = my_monitor.SqlClients

' コレクシ ョ ンから最初のク ライアン ト を取得し、
' それに関連付けられている DSN を見つける
Dim first_sqlclient as DtoSqlClient
Dim DSNname as string
Set first_sqlclient = my_sqlclients(1)
DSNname = first_sqlclient.DSN

関連項目

DtoSqlClients コレクシ ョ ン

DtoMonitor オブジェク ト

メ ソッ ドの詳細

Disconnect

特定の SQL ク ライアン トの接続を切断します。 

構文

result = Object.Disconnect

引数 

戻り値 

備考

接続を切断する  SQL ク ライアン ト ごとにこのメ ソ ッ ドを呼び出します。

Object DtoSqlClient オブジェク ト

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブジェ

ク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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例

result = my_sqlclient.Disconnect
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DtoMkdeVersion オブジェク ト

DTO2 のみ ： MicroKernel エンジンのバージ ョ ンを表すオブジェク トです。

プロパティ  

メソッ ド

なし

備考

DtoMonitor オブジェク トのプロパティを使って DtoMkdeVersion オブジェク ト を取得す

るこ とができます。

例

' セッシ ョ ンのインスタンスを作成して接続する
Dim my_session as new DtoSession
Dim result as DtoResult
result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

' セッシ ョ ンからモニター オブジェク ト を取得する
Dim my_monitor as DtoMonitor
Set my_monitor = my_session.Monitor

' モニターから MkdeVersion オブジェク ト を取得する
Dim my_mkdeversion as DtoMkdeVersion
MajorVer = my_mkdeversion.MajorVersion

関連項目

DtoMonitor オブジェク ト

MajorVersion エンジンのメジャー バージ ョ ンを返します。 

MinorVersion エンジンのマイナー バージ ョ ンを返します。 

BuildNumber MicroKernel エンジン リ リースのビルド番号

OSTarget 対象オペレーティング システムが Windows の場合は NTSV、 Unix シ
ステムの場合は UXSV を返します。
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DtoEngineInformation オブジェク ト

DTO2 のみ ：データベース  エンジンに関する情報を表すオブジェク トです。 

プロパティ  

メソッ ド

なし

備考

DtoSession オブジェク トのプロパティを使って DtoEngineInformation オブジェク ト を取

得するこ とができます。

例

' セッシ ョ ンのインスタンスを作成して接続する
Dim my_session as new DtoSession
Dim result as DtoResult
result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

' セッシ ョ ンからエンジン情報を取得する

MajorVersion エンジンのメジャー バージ ョ ンを返します。 

MinorVersion エンジンのマイナー バージ ョ ンを返します。 

dbuApiVersion DTI/DTO インターフェイスのバージ ョ ン

IsServerEngine ターゲッ トが （ワークグループ エンジンではなく） サーバー エンジ

ンの場合は True を返します。

ServerClientType 次のいずれか 1 つが返されます。

0 = UNKNOWN_ENGINE_CLIENT

1 = NT_SERVER

3 = WIN32_CLIENT

4 = UNIX_SERVER

5 = CACHE_ENGINE_CLIENT

6 = VXWIN_SERVER

7 = VXLINUX_SERVER

9 = REPORT_ENGINE
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Dim my_engineInfo as DtoEngineInformation
Set my_engineInfo = my_session.EngineInformation

' エンジン情報のオブジェク トから ク ライアン トのタイプを取得する
clientType = my_engineInfo.ServerClientType

関連項目

DtoSession オブジェク ト
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DTO を使用したカタログと辞書の作成および

管理

以下のト ピッ クでは、 Distributed Tuning Objects のカタログ グループを構成するオブ

ジェク トについて説明します。

• DtoDatabases コレクシ ョ ン

• DtoDatabase オブジェク ト

• DtoDSNs コレクシ ョ ン

• DtoDSN オブジェク ト

• DtoDictionary オブジェク ト

• DtoTables コレクシ ョ ン

• DtoTable オブジェク ト

• DtoColumns コレクシ ョ ン

• DtoColumn オブジェク ト

• DtoIndexes コレクシ ョ ン

• DtoIndex オブジェク ト

• DtoSegments コレクシ ョ ン

• DtoSegment オブジェク ト
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DtoDatabases コレクシ ョ ン

プロパティ  

メソッ ド

Add

Remove

備考

Count プロパティを使用してコレクシ ョ ン内のメンバー数を調べます。

例

' セッシ ョ ン オブジェク トのインスタンスを作成し、 サーバーに接続する
Dim my_session as New DtoSession
Dim result as DtoResult
result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

' セッシ ョ ン オブジェク ト を使用して Databases コレクシ ョ ンを取得する
Dim my_databases as DtoDatabases
Set my_databases = my_session.Databases

関連項目

DtoDatabase オブジェク ト

DtoSession オブジェク ト

メ ソッ ドの詳細

Add

DtoDatabases コレクシ ョ ンに項目を追加します。

Count コレクシ ョ ン内のメンバー数を返します。 

Item DtoDatabases コレクシ ョ ンの特定のメンバーを返します。 
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構文

result = Collection.Add(Object[, dsnName])

引数 

戻り値 

備考

このメ ソ ッ ドはオブジェク ト  タイプのパラ メーターを使用します。 このため、 コレク

シ ョ ンにオブジェク ト を追加する前に、 まずオブジェク トのインスタンスを作成してそ

のプロパティを設定する必要があ り ます。

このメ ソ ッ ドは、 指定したデータベースをコレクシ ョ ンとサーバー上の基となる  

DBNAMES.CFG ファイルに追加します。

例
Dim result As dtoResult
Dim database As DtoDatabase

Set database = New DtoDatabase
'新しいデータベースにプロパティ を設定する 
database.Name = "MyDemodata"
database.DdfPath = "C:\test"
database.DataPath = "C:\test"
database.Flags = dtoDbFlagCreateDDF + dtoDbFlagRI

result = my_session.Databases.Add(database)
If NOT result = Dto_Success Then
   MsgBox "Error"+ Session.Error(result)
End If

Remove

DtoDatabases コレクシ ョ ンから項目を削除します。

Collection オブジェク ト を追加する  DtoDatabases コレクシ ョ ン。 

Object 新しい DtoDatabase オブジェク ト 。

dsnName 省略可能。 新しいデータベースの標準サーバー DSN を作成します。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブジェ

ク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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構文

result = Collection.Remove(database[, deleteDDF])

引数 

戻り値 

備考

このメ ソ ッ ドは、 データベース  コレクシ ョ ンおよび基となる  DBNAMES.CFG ファイル

から項目を削除します。

例
Dim result As dtoResult
result = my_session.Databases.Remove("MyDemodata",1)
If NOT result = Dto_Success Then
   MsgBox "Error"+ my_session.Error(result)
End If

Collection オブジェク ト を削除するコレクシ ョ ン。

database コレクシ ョ ンから削除する項目の （1 から始まる） インデッ クスまたは項目

のデータベース名を含むバリ アン ト を指定できます。

deleteDDF 辞書ファイルを削除するには True を設定します。

辞書ファイルを完全に残す場合は False を設定します。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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DtoDatabase オブジェク ト

プロパティ  

コレクション

DtoTables コレクシ ョ ン

メ ソッ ド

AddUserToGroup

AlterUserName

AlterUserPassword

Close

Copy

CreateGroup

DataPath データベースのデータの場所を取得または設定します。

DbCodePage データベースのコード  ページを取得または設定します。 このプロパティは

列挙型です。 値の一覧については、 データベース コード  ページを参照して

ください。 ゼロの値はサーバーのエンコード （データベース  エンジンを起

動しているサーバーのコード  ページ） を指定します。

DbFlags データベースのデータベース  フラグを取得または設定します。 このプロパ

ティは列挙型です。 値の一覧については、 データベース フラグを参照して

ください。

DdfPath データベースの辞書のパスを取得または設定します。

Name データベースの名前を設定または取得します。

Secured データベースにセキュ リ ティが設定されているかど うかを返します （0 = セ
キュ リ ティ未設定、 1 = セキュ リ ティ設定済み）

Session この DtoDatabase オブジェク トに関連付けられている  Session オブジェク ト

を取得または設定します。
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CreateUser

DropGroup

DropUser

Open

RemoveUserFromGroup

Secure

UnSecure

備考

Secure メ ソ ッ ドおよび UnSecure メ ソ ッ ドは、 データベースが閉じている場合にのみ使

用可能です。

例

以下の例では、 セッシ ョ ン オブジェク トのインスタンスを作成し、 サーバーに接続す

る方法を示します。

' セッシ ョ ン オブジェク トのインスタンスを作成し、 サーバーに接続する
Dim my_session as New DtoSession
Dim result as DtoResult
result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

' セッシ ョ ン オブジェク ト を使用して Databases コレクシ ョ ンを取得する
Dim my_databases as DtoDatabases
Set my_databases = my_session.Databases

'最初のデータベースを取得し、 その辞書のパスを照会する
Dim first_database as DtoDatabase
Dim dictionarypath as string
Set first_database = my_databases(1)
dictionarypath = first_database.DdfPath

以下の例では、 "Demodata" サンプル データベースで DBCodePage プロパティを使用し

てコード  ページを取得および設定する方法を示します。

Dim m_dtoSession1 As New DtoSession
Dim result As dtoResult
result = m_dtoSession1.Connect("localhost", "", "")
Dim sCodePage As String
sCodePage = m_dtoSession1.Databases("DEMODATA").DBCodePage
MsgBox "Code Page for database (before change): " & CStr(sCodePage)
If result = Dto_Success Then
Rem Set the code page for the database by passing in



95

Rem the code page number (for example, 0, 932, 1252,
Rem and so forth).
m_dtoSession1.Databases("DEMODATA").DBCodePage = 0
End If
MsgBox "Code Page for database: " & CStr(m_dtoSession1.Databases("DEMODATA").DBCodePage)
m_dtoSession1.Disconnect

関連項目

DtoDatabases コレクシ ョ ン

メ ソッ ドの詳細

AddUserToGroup

既存ユーザーをデータベースの既存グループに追加します。

構文

result = Object.AddUserToGroup(username, groupname)

引数 

戻り値 

備考

この関数は、 指定したグループまたはユーザーがデータベースにあらかじめ存在してい

ない場合や、 ユーザーが別のグループのメンバーである場合は失敗します。

以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

• まずセッシ ョ ンを作成し、 次に Open を使って "Master" ユーザーと してデータベー

スを正常に開いておく。

• 関連するデータベースはデータベース  レベルのセキュ リ ティが有効である。

Object Dtodatabase オブジェク ト。

username グループに追加するユーザー名。

groupname ユーザーを追加するグループ名。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。



96

• ユーザーおよびグループは指定したデータベースに既に存在している。

• ユーザーは別のグループのメンバーではない。

次の事後条件を満たす必要があ り ます。

• Close を使ってデータベースを閉じ、 リ ソースを解放する。

例

Function AddUserToGroup(sUserName As String, sGroupName As String) As Boolean 
Dim res As dtoResult 
Dim m_dbn As New DtoDatabase 
Dim m_dbn.Session = m_dto 
Dim m_dbn.Name = "demodata"
res = m_dbn.Open("Master", "1234")
If res = Dto_Success Then
    '正常に開いたら、 グループにユーザーを追加しまし ょ う
    res = m_dbn.AddUserToGroup(sUserName, sGroupName)
    If res <> Dto_Success Then
        LogResult(" グループへのユーザーの追加でエラーが発生しました ： " & CStr(res))
    Else
        LogResult(" ユーザー " & sUserName & " がグループ " & sGroupName & " に追加されました。 ")
End If
End If
m_dbn.Close
End Function

AlterUserName

指定されたデータベースの既存のユーザーの名前を変更します。

構文

result = Object.AlterUserName(username, new_username)
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引数 

戻り値 

備考

• まずセッシ ョ ンを作成し、 次に Open を使って "Master" ユーザーと してデータベー

スを正常に開いておく。

• 関連するデータベースはデータベース  レベルのセキュ リ ティが有効である。

• ユーザー名は指定したデータベースに既に存在している。

• 新しいユーザー名が指定したデータベースに存在していない。

次の事後条件を満たす必要があ り ます。

• Close を使ってデータベースを閉じ、 リ ソースを解放する。

例

Function AlterUserName(sUserName As String, sNewUserName As String) As Boolean 
Dim res As dtoResult 
Dim m_dbn As New DtoDatabase 
Dim m_dbn.Session = m_dto 
Dim m_dbn.Name = "demodata"
res = m_dbn.Open("Master", "1234")
If res = Dto_Success Then
    '正常に開いたら、 ユーザー名を変更しまし ょ う
    res = m_dbn.AlterUserName(sUserName, sNewUserName)
    If res <> Dto_Success Then
        LogResult(" ユーザー名の変更でエラーが発生しました ： " & CStr(res))
     Else
        LogResult(" ユーザー名は正常に変更されました。 新しいユーザー名 ： " & sNewUserName)
    End If
End If
m_dbn.Close
End Function

AlterUserPassword

既存のユーザーのパスワードを変更します。

Object Dtodatabase オブジェク ト。

username 既存のデータベース  ユーザーの名前。

new_username データベース  ユーザーの新しい名前。 ヌルを設定する と関数は失敗します。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。
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構文

result = Object.AlterUserPassword(username, new_password)

引数 

戻り値 

備考

• まずセッシ ョ ンを作成し、 次に Open を使って "Master" ユーザーと してデータベー

スを正常に開いておく。

• 関連するデータベースはデータベース  レベルのセキュ リ ティが有効である。

• ユーザー名は指定したデータベースに既に存在している。

次の事後条件を満たす必要があ り ます。

• Close を使ってデータベースを閉じ、 リ ソースを解放する。

例

Function AlterUserPassword(sUser As String, sNewPassword As String) As Boolean 
Dim res As dtoResult 
Dim m_dbn As New DtoDatabase 
Dim m_dbn.Session = m_dto 
Dim m_dbn.Name = "demodata"
res = m_dbn.Open("Master", "1234")
If res = Dto_Success Then
    '正常に開いたら、 ユーザーのパスワードを変更しまし ょ う
    res = m_dbn.AlterUserPassword(sUser, sNewPassword)
    If res <> Dto_Success Then
        LogResult(" ユーザーのパスワードの変更でエラーが発生しました ： " & CStr(res))
    Else
        LogResult(" ユーザーのパスワードは正常に変更されました。 ")
    End If
End If
m_dbn.Close
End Function

Object Dtodatabase オブジェク ト。

username パスワードを変更するデータベース  ユーザーの名前。

new_password ユーザーの新しいパスワード。 ヌルを設定する とパスワードがク リ アされま
す。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。
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Close

Open  メ ソ ッ ドを使用して開いたデータ辞書ファイルのセッ ト を閉じます。

構文

result = Object.Close

引数 

戻り値 

備考

Open メ ソ ッ ドを使ってデータベースを開い後にこのメ ソ ッ ドを呼び出します。 エラー

情報は Error プロパティを使って取得するこ とができます。

例

Dim m_database as new DtoDatabase
Dim result as DtoResult

result = m_database.Open("dbuser","pwd")

' こ こで操作を実行
'
result = m_database.Close

Copy

現在のデータベースを基にして新しいデータベースを作成します。

構文

result = Object.Copy(username, password, newDBname, newDictionaryPath, newDataPath)

Object DtoDatabase オブジェク ト

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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引数 

戻り値 

備考

コピーされたデータベースにおいて参照整合性は保持されます。

このメ ソ ッ ドで返されるエラーの詳細については、 Error プロパティを使って取得する

こ とができます。

例

Dim Database As New DtoDatabase
Dim result as DtoResult
Database.Session = my_session ' セッシ ョ ンが存在する と仮定
Database.Name = "DEMODATA"
' セキュ リ ティが設定されていないデータベースではユーザー名とパスワードは不要
result = Database.Copy("", "", "DEMODATA2", "D:\DEMODATA2", "D:\DEMODATA2")

If NOT result = Dto_Success Then
  MsgBox "Error"+ Session.Error(result)
End If

CreateGroup

既存のデータベースに新しいユーザー グループを作成します。

Object DtoDatabase オブジェク ト

username データベース用のデータベース  ユーザー名です。 データベースにセ

キュ リティが設定されていない場合、 空文字列を設定します。

password データベース  ユーザーのパスワードです。 データベースにセキュ リ

ティが設定されていない場合、 空文字列を設定します。

newDBname コピーしたデータベース用のデータベース名です。

newDictionaryPath 辞書ファイルを作成するディ レク ト リへの絶対パス。 これは既存の
ディ レク ト リでなければなり ません。

newDataPath データベースのデータ  パスです。 デフォルトのデータ  パス （つま り、

辞書パス と同じパス） を使用するには、 空文字列を渡します。 

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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構文

result = Object.CreateGroup(groupname)

引数 

戻り値 

備考

• まずセッシ ョ ンを作成し、 次に Open を使って "Master" ユーザーと してデータベー

スを正常に開いておく。

• 関連するデータベースはデータベース  レベルのセキュ リ ティが有効である。

• 同じ名前のグループが指定したデータベースに存在していない。

次の事後条件を満たす必要があ り ます。

• Close を使ってデータベースを閉じ、 リ ソースを解放する。

例

Function CreateGroup(sGroupName As String) As Boolean 
Dim res As dtoResult 
Dim m_dbn As New DtoDatabase 
Dim m_dbn.Session = m_dto 
Dim m_dbn.Name = "demodata"
res = m_dbn.Open("Master", "1234")
If res = Dto_Success Then
    '正常に開いたら、 グループを作成しまし ょ う
    res = m_dbn.CreateGroup(sGroupName)
    If res <> Dto_Success Then
        LogResult(" グループの作成でエラーが発生しました ： " & CStr(res))
    Else
        LogResult(" グループ " & sGroupName & " が作成されました。 ")
    End If
End If
m_dbn.Close
End Function

Object Dtodatabase オブジェク ト 。

groupname データベースに追加するグループの名前。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。
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CreateUser

既存のデータベースに新しいユーザーを作成します。 任意で、 パスワードを設定するこ

と と、 新しいユーザーを既存のグループに割り当てるこ とができます。

構文

result = Object.CreateUser(username[, password][, groupname])

引数 

戻り値 

備考

以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

• まずセッシ ョ ンを作成し、 次に Open を使って "Master" ユーザーと してデータベー

スを正常に開いておく。

• 関連するデータベースはデータベース  レベルのセキュ リ ティが有効である。

• 同じ名前のユーザーが指定したデータベースに存在していない。

次の事後条件を満たす必要があ り ます。

• Close を使ってデータベースを閉じ、 リ ソースを解放する。

例

Function CreateUser(sUserName As String, sPassword As String, sGroupName As String) As Boolean 
Dim res As dtoResult 
Dim m_dbn As New DtoDatabase 
Dim m_dbn.Session = m_dto 
Dim m_dbn.Name = "demodata"
res = m_dbn.Open("Master", "1234")
If res = Dto_Success Then

Object Dtodatabase オブジェク ト。

username データベースに追加するユーザーの名前。

password ユーザー パスワード。 ヌルを設定する とパスワードは設定されません。

groupname ユーザーを割り当てるデータベース  グループの名前。 ヌルを設定する と

ユーザーはグループに割り当てられません。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。
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    '正常に開いたら、 グループを作成しまし ょ う
    res = m_dbn.CreateUser(sUserName, sPassword, sGroupName)
    If res <> Dto_Success Then
        LogResult(" ユーザーの作成でエラーが発生しました ： " & CStr(res))
    Else
        LogResult(" ユーザー " & sUserName & " がグループ " & sGroupName & " に作成されました。 ")
    End If
End If
m_dbn.Close
End Function

DropGroup

データベースから既存のグループを削除します。

構文

result = Object.DropGroup(groupname)

引数 

戻り値 

備考

• まずセッシ ョ ンを作成し、 次に Open を使って "Master" ユーザーと してデータベー

スを正常に開いておく。

• 関連するデータベースはデータベース  レベルのセキュ リ ティが有効である。

• 同じ名前のグループが指定したデータベースに存在していない。

• グループにはメンバーが含まれていない。

次の事後条件を満たす必要があ り ます。

• Close を使ってデータベースを閉じ、 リ ソースを解放する。

例

Function DropGroup(sGroupName As String) As Boolean 
Dim res As dtoResult 
Dim m_dbn As New DtoDatabase 

Object Dtodatabase オブジェク ト。

groupname データベースから削除するグループの名前。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。
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Dim m_dbn.Session = m_dto 
Dim m_dbn.Name = "demodata"
res = m_dbn.Open("Master", "1234")
If res = Dto_Success Then
    '正常に開いたら、 グループを削除しまし ょ う
    res = m_dbn.DropGroup(sGroupName)
    If res <> Dto_Success Then
        LogResult(" グループの削除でエラーが発生しました ： " & CStr(res))
    Else
        LogResult(" グループ " & sGroupName & " が削除されました。 ")
    End If
End If
m_dbn.Close
End Function

DropUser

データベースから既存のユーザーを削除します。

構文

result = Object.DropUser(username)

引数 

戻り値 

備考

• まずセッシ ョ ンを作成し、 次に Open を使って "Master" ユーザーと してデータベー

スを正常に開いておく。

• 関連するデータベースはデータベース  レベルのセキュ リ ティが有効である。

• 同じ名前のユーザーが指定したデータベースに存在している。

次の事後条件を満たす必要があ り ます。

• Close を使ってデータベースを閉じ、 リ ソースを解放する。

例

Function DropUser(sUserName As String) As Boolean 
Dim res As dtoResult 

Object Dtodatabase オブジェク ト。

username データベースから削除するユーザーの名前。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。
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Dim m_dbn As New DtoDatabase 
Dim m_dbn.Session = m_dto 
Dim m_dbn.Name = "demodata"
res = m_dbn.Open("Master", "1234")
If res = Dto_Success Then
    '正常に開いたら、 ユーザーを削除しまし ょ う
    res = m_dbn.DropUser(sUserName)
    If res <> Dto_Success Then
        LogResult(" ユーザーの削除でエラーが発生しました ： " & CStr(res))
     Else
        LogResult(" ユーザー " & sUserName & " の削除は完了しました。 ")
End If
End If
m_dbn.Close
End Function

Open

指定したユーザー名とパスワードでデータベースへの接続を開きます。

構文

result = Object.Open(username, password)

引数  

戻り値 

備考

この操作は、 辞書ファイルのセッ ト を開く手段と して使用されます。 このセッ トには、

FILE.DDF、 INDEX.DDF および FIELD.DDF が含まれます。 また、 多くのオプシ ョ ン 

DDF ファイルも含まれています。 メモ リ を解放するために Close メ ソ ッ ドを呼び出すこ

とを忘れないでください。 データベースを一度開く と、 Close メ ソ ッ ドが呼び出される

までほかの誰もその辞書セッ トに変更を行う こ とができません。 

データベースが開いている間は、 Secure または UnSecure メ ソ ッ ドを実行できません。

Object DtoDatabase オブジェク ト

username データベース用のユーザー名です。 データベースにセキュ リ ティが設定され
ていない場合、 空の文字列を設定します。

password データベース用のパスワードです。 データベースにセキュ リ ティが設定され
ていない場合、 空の文字列を設定します。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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このメ ソ ッ ドで返されるエラーの詳細については、 DtoSession オブジェク トの Error 
プロパティを使って取得するこ とができます。 

例

Dim m_session as new DtoSession
Dim m_database as new DtoDatabase
Dim result as DtoResult
result = m_session.Connect("myserver","user","pwd")
m_database.Session = m_session
m_database.Name = "DEMODATA"
result = m_database.Open("dbuser","pwd")

RemoveUserFromGroup

既存のグループから既存のユーザーを削除します。

構文

result = Object.RemoveUserFromGroup(groupname, username)

引数 

戻り値 

備考

• まずセッシ ョ ンを作成し、 次に Open を使って "Master" ユーザーと してデータベー

スを正常に開いておく。

• 関連するデータベースはデータベース  レベルのセキュ リ ティが有効である。

• ユーザーおよびグループは指定したデータベースに既に存在している。

• ユーザーは別のグループのメンバーではない。

次の事後条件を満たす必要があ り ます。

• Close を使ってデータベースを閉じ、 リ ソースを解放する。

Object Dtodatabase オブジェク ト。

groupname データベース  グループ名

username データベース  ユーザー名

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。
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例

Function RemoveUserFromGroup(sUserName As String, sGroupName As String) As Boolean 
Dim res As dtoResult 
Dim m_dbn As New DtoDatabase 
Dim m_dbn.Session = m_dto 
Dim m_dbn.Name = "demodata"
res = m_dbn.Open("Master", "1234")
If res = Dto_Success Then
    '正常に開いたら、 グループからユーザーを削除しまし ょ う
    res = m_dbn.RemoveUserFromGroup(sGroupName, sUserName)
    If res <> Dto_Success Then
        LogResult(" グループからのユーザーの削除でエラーが発生しました ： " & CStr(res))
     Else
        LogResult(" ユーザー " & sUserName & " をグループ " & sGroupName & " から削除しました。 ")
    End If
End If
m_dbn.Close
End Function

Secure

データベースのセキュ リ ティを有効にします。

構文

result = Object.Secure(user, password)

引数 

戻り値 

備考

データベースのセキュ リ ティを有効にする際、 データベース  ユーザー名と して Master 
を指定し、 パスワードを選択する。 データベースのセキュ リ ティは、 そのデータベース

に定義されているアクセス権に基づいて施行されます。 このセキュ リ ティは SQL また

は ODBC アクセス方法で見られる動作と一致します。

Object DtoDatabase オブジェク ト

user データベースのセキュ リティを有効にできる 「Master」 と して設定するユー

ザー。

password Master ユーザーのパスワード。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。
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セキュ リ ティを設定する場合は、 データベースが閉じているこ とを確認してください。

このメ ソ ッ ドで返されるエラーの詳細については、 DtoSession オブジェク トの Error 
プロパティを使って取得するこ とができます。

例

Dim m_database as new DtoDatabase
Dim result as DtoResult
m_database.Name = "DEMODATA"
m_database.Session = my_session ' セッシ ョ ンが存在する と仮定
result = m_database.Secure("Master", "password")

UnSecure

データベースのセキュ リ ティを無効にします。

構文

result = Object.UnSecure(user, password)

引数 

戻り値 

備考

データベースのセキュ リ ティを無効にする際、 データベース  ユーザーと して Master を
指定し、 Master ユーザー パスワードを提供する必要があ り ます。

セキュ リ ティを無効にする場合は、 データベースが閉じているこ とを確認してくださ

い。

このメ ソ ッ ドで返されるエラーの詳細については、 DtoSession オブジェク トの Error 
プロパティを使って取得するこ とができます。

Object DtoDatabase オブジェク ト

user データベースのセキュ リティを無効にできる 「Master」 と して設定するユー

ザー。

password Master ユーザーのパスワード。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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例

Dim m_database as new DtoDatabase
Dim result as DtoResult
m_database.Name = "DEMODATA"
m_database.Session = my_session ' セッシ ョ ンが存在する と仮定
result = m_database.UnSecure("Master", "password")
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DtoDSNs コレクシ ョ ン

DtoDSN オブジェク トのコレクシ ョ ンです。

プロパティ  

メソッ ド

Add

Remove

備考

Count プロパティを使用してコレクシ ョ ン内のメンバー数を調べます。

例

' セッシ ョ ン オブジェク トのインスタンスを作成する
Dim my_session as New DtoSession
Dim result as DtoResult

' サーバーに接続する
result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")

'DSN コレクシ ョ ンを取得する
Dim my_dsns as DtoDSNs
Set my_dsns = my_session.DSNs

関連項目

DtoDSN オブジェク ト

DtoSession オブジェク ト

Count コレクシ ョ ン内のメンバー数を返します。

Item DtoDSNs コレクシ ョ ンの特定のメンバーを返します。
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メソッ ドの詳細

Add

DtoDSNs コレクシ ョ ンに項目を追加し、 サーバーに DSN を作成します。

構文

result = Collection.Add(Object)

引数 

戻り値 

備考

このメ ソ ッ ドはオブジェク ト  タイプのパラ メーターを使用します。 このため、 コレク

シ ョ ンにオブジェク ト を追加する前に、 まずオブジェク トのインスタンスを作成してそ

のプロパティを設定する必要があ り ます。

例

Dim result As dtoResult
Dim DSNs As DtoDSNs
Dim dsn As DtoDSN

Set dsn = New DtoDSN

'新しい DSN にプロパティを設定する 
dsn.Name = "MyDemodata_DSN"
dsn.Description = "a sample DSN"
dsn.Dbname = "MyDemodata"
dsn.Openmode = dtoNormalDSNOpenMode

result = my_session.DSNs.Add(dsn)
If NOT result = Dto_Success Then
  MsgBox "Error"+ my_session.Error(result)
End If

Collection オブジェク ト を追加する  DtoDSNs コレクシ ョ ン。

Object 新しい DtoDSN オブジェク ト 。 

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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Remove

DtoDSNs コレクシ ョ ンから  DSN 項目を削除し、 サーバーからも削除します。

構文

result = Collection.Remove(dsn)

引数 

戻り値 

備考

このメ ソ ッ ドでは、 関連するデータベースまたはデータベース名を削除しません。

例

Dim result As dtoResult
Dim DSNs As DtoDSNs
result = my_session.DSNs.Remove("MYDSN")
If NOT result = Dto_Success Then
  MsgBox "Error"+ my_session.Error(result)
End If

Collection オブジェク ト を削除するコレクシ ョ ン。

dsn コレクシ ョ ンから削除する項目の （1 から始まる） インデッ クスまたは項目

の名前を含むバリ アン ト を指定できます。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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DtoDSN オブジェク ト

Zen DSN を表すオブジェク トです。

プロパティ  

メソッ ド

なし

備考

特定のデータベースに関する情報を取得するには、 DtoDatabase オブジェク トを使用

します。

例

DSN の関連するデータベース名を照会するには

' セッシ ョ ン オブジェク トのインスタンスを作成する
Dim my_session as New DtoSession
' サーバーに接続する
my_session.Connect("myserver", "username", "password")
' セッシ ョ ン オブジェク ト を使用して Databases コレクシ ョ ンを取得する
my_dsns = my_session.DSNs

DbName DSN に関連付けられているデータベース名を取得または設定します。

Description DSN の説明を設定または取得します。

Name DSN の名前を設定または取得します。

OpenMode DSN のオープン モード （列挙型） を設定または取得します。

可能な値については、 DSN オープン モードを参照してください。

Session この DtoDSN オブジェク トに関連付けられている  DtoSession オブジェク ト を

取得または設定します。

Translate エンコード変換を取得または設定します。 これはデータベース  エンジンと ク

ライアン ト  アプ リ ケーシ ョ ン間で文字データをどのよ うに変換するかを指定

します。 このプロパティは列挙型です。 値の一覧については、 DSN 変換オプ

シ ョ ンを参照してください。
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first_dsn = my_dsns.Item(1)
dsn_dbname = first_dsn.DbName

新しい DSN を追加するには

' セッシ ョ ン オブジェク トのインスタンスを作成する
Dim my_session as New DtoSession
Dim result as dtoResult

' サーバーに接続する
result = my_session.Connect("myserver", "username", "password")
' セッシ ョ ン オブジェク ト を使用して DSN コレクシ ョ ンを取得する
Dim my_dsns as DtoDSNs
Set my_dsns = my_session.DSNs

'新しい DtoDSN オブジェク ト を作成する
Dim NewDSN as New DtoDSN
NewDSN.DbName = "DEMODATA"
NewDSN.Description = "A DSN for the DEMODATA db"
NewDSN.Name = "Demodata_DSN"

'新しい DSN をコレクシ ョ ンに追加する
result = my_dsns.Add(NewDSN)

エンコード変換を取得または設定するには

Dim m_dtoSession1 As New DtoSession
Dim result As dtoResult
result = m_dtoSession1.Connect("localhost", "", "")
Dim sTranslate As String
Dim iTranslate As Integer
iTranslate = m_dtoSession1.DSNs("DEMODATA").Translate
If iTranslate = 0 Then sTranslate = "None"
If iTranslate = 1 Then sTranslate = "OEM/ANSI Conversion"
If iTranslate = 2 Then sTranslate = "Automatic"

MsgBox "DSN Translate Setting (before change): " & sTranslate
If result = Dto_Success Then
Rem set the encoding translation.
m_dtoSession1.DSNs("DEMODATA").Translate = 1
End If
iTranslate = m_dtoSession1.DSNs("DEMODATA").Translate
If iTranslate = 0 Then sTranslate = "None"
If iTranslate = 1 Then sTranslate = "OEM/ANSI Conversion"
If iTranslate = 2 Then sTranslate = "Automatic"

MsgBox "DSN Translate Setting (after change): " & sTranslate
m_dtoSession1.Disconnect

関連項目

DtoDSNs コレクシ ョ ン

DtoSession オブジェク ト
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DtoDictionary オブジェク ト

Zen 辞書を表すオブジェク トです。 このオブジェク トは DtoDatabase オブジェク トに

置き換わるため、 使用するこ とは推奨されません。 DtoDictionary は、 Open メ ソ ッ ドで

辞書へのパスを指定する場合にのみ今後も使用できます。

プロパティ  

コレクション

DtoTables コレクシ ョ ン

メ ソッ ド

Open

Create

Close

AddTable

DropTable

Reload

Delete

備考

辞書ファイルに影響するすべての操作は、 このオブジェク トから行う必要があ り ます。

このオブジェク ト を使用してユーザーは、 辞書のオープン、 辞書の作成、 テーブル情報

の取得、 テーブルの追加または削除を行う こ とができます。

メモ ： ASP を使って、 または Visual Basic の CreateObject メ ソ ッ ドを使ってこのオブ

ジェク トのインスタンスを作成する場合、 DtoDictionary のプログラム ID は、 DTO2 の

Path 辞書オブジェク トのパスを返します。
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場合は "DTO.DtoDictionary.2"、 DTO バージ ョ ン 1 の場合は "DTO.DtoDictionary.1" にな

り ます。 これら  2 つのバージ ョ ンの違いについては、 DTO2 を参照してください。

例

Dim result as DtoResult
Dim dictionary as New DtoDictionary
result = dictionary.Open("d:\MyDemodata")

関連項目

DtoTables コレクシ ョ ン

DtoTable オブジェク ト

メ ソッ ドの詳細

Open

データベース名または辞書のパスを使ってデータ辞書ファイル セッ ト を開きます。

構文

result = Object.Open(path[, user][, password])

引数  

戻り値 

Object DtoDictionary オブジェク ト 。

path ローカルの場合、 辞書ファイルまたは名前付きデータベースの名前がある
ディ レク ト リへの絶対パスです。

リモート  サーバーに接続している場合、 この引数に対し名前付きデータ

ベースを使用するこ とはできません。

user DDF セッ トの任意のユーザー名。

password DDF セッ トの任意のパスワード。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession 
オブジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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備考

メモ ： 引数 path には、 DDF ファイルがあるディ レク ト リへのパス、 あるいは ローカル

の DBNAMES.CFG に含まれるデータベース名を使用するこ とができます。 データベー

ス名の作成および管理については、 DtoDatabases コレクシ ョ ンを参照してください。 

この操作は、 辞書ファイルのセッ ト を開く手段と して使用されます。 このセッ トには、

FILE.DDF、 INDEX.DDF および FIELD.DDF が含まれます。 また、 多くのオプシ ョ ン 
DDF ファイルも含まれています。 メモ リ を解放するために Close メ ソ ッ ドを呼び出すこ

とを忘れないでください。 辞書セッ ト を一度開く と、 Close メ ソ ッ ドが呼び出されるま

でほかの誰もその辞書セッ トに変更を行う こ とができません。

このメ ソ ッ ドで返されるエラーの詳細については、 DtoSession オブジェク トの Error 

プロパティを使って取得するこ とができます。 

例

Dim dictionary as new DtoDictionary
Dim result as DtoResult

result = dictionary.Open("d:\MyDemodata")

Create

空のデータ辞書ファイルのセッ ト を作成します。

構文

result = Object.Create(path[, user][, password])

引数 

戻り値 

Object DtoDictionary オブジェク ト 。

path 辞書ファイルを作成するディ レク ト リへの絶対パス。

user DDF セッ トの任意のユーザー名。

password DDF セッ トの任意のパスワード。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。
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備考

path 引数に指定したディ レク ト リが存在しなかった場合、 そのディ レク ト リの作成を

試行します。 操作が成功した場合、 file.ddf、 field.ddf、 index.ddf のセッ トが作成されま

す。

メモ リ を解放するために Close メ ソ ッ ドを呼び出すこ とを忘れないでください。 辞書

セッ トが一度作成される と、 その他のク ライアン トは Close メ ソ ッ ドが呼び出されるま

でその辞書セッ ト を開く こ と も変更を行う こ と もできません。

このメ ソ ッ ドで返されるエラーの詳細については、 Error プロパティを使って取得する

こ とができます。 Open メ ソ ッ ド とは異なり、 path パラ メーターに指定できるのは絶対

パスのみです。

例

Dim Dictionary As New DtoDictionary
Dim result as DtoResult

result = Dictionary.Create("C:\TEST", "login", "password")
If NOT result = Dto_Success Then
  MsgBox "Error"+ Session.Error(result)
End If

Close

データ辞書ファイルのセッ ト を閉じます。 Open  メ ソ ッ ドを使って開いている、 または 

Create メ ソ ッ ドを使って作成されているこ とが前提です。

構文

result = Object.Close
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引数 

戻り値 

備考

辞書ファイルのセッ ト を  Open メ ソ ッ ドを使って開いている、 または Create メ ソ ッ ドを

使って作成した後にこのメ ソ ッ ドを呼び出します。 エラー情報は Error プロパティを

使って取得するこ とができます。

例

Dim dictionary as new DtoDictionary
Dim result as DtoResult

result = dictionary.Open("d:\MyDemodata")
'
' こ こで操作を実行
'
result = dictionary.Close

AddTable

データ辞書ファイルにテーブル情報を追加し、 定義を一致させるためにデータ  ファイ

ルを作成します。

メモ ： 同じディ レク ト リに、 ファ イル名が同一で拡張子のみが異なるよ うなファ イル

を置かないでください。 たとえば、 同じディ レク ト リ内に Invoice.btr と  Invoice.mkd と
いう名前のデータ  ファイルを作成しないでください。 このよ うな制限が設けられてい

るのは、 データベース  エンジンがさまざまな機能でファイル名のみを使用し、 ファ イ

ルの拡張子を無視するためです。 ファイルの識別にはファイル名のみが使用されるた

め、 ファ イルの拡張子だけが異なるファイルは、 データベース  エンジンでは同一のも

のである と認識されます。 

構文

result = Object.AddTable(table)

Object DtoDictionary オブジェク ト 。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。
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引数 

戻り値 

備考

このメ ソ ッ ドは、 DDF ファイルにテーブル定義を追加し、 テーブルの Location プロパ

ティで指定したデータ  ファイルの作成を試みます。 Location プロパティが空のままの

場合、 このメ ソ ッ ドでは tableName.mkd という名前のデータ  ファイルの作成を試みま

す。 この名前のテーブルが既に存在していた場合は、 その名前に 1 つの番号を追加して

再度作成を試みます。

この操作が正常終了するためには、 少なく と も  1 列が定義されていなければなり ませ

ん。

例

以下の例では、 辞書オブジェク ト を作成し、 次にその辞書ファイルにテーブルを追加す

る方法を示します。

Dim Dictionary As New DtoDictionary
Dim Table As DtoTable
Dim Tables As DtoTables
Dim result As dtoResult
Dim Columns As DtoColumns
Dim Indexes As DtoIndexes
Dim Column As DtoColumn
Dim Index As DtoIndex
Dim Segments As DtoSegments
Dim Segment As DtoSegment

    result = Dictionary.Create("C:\TEST", "login", "password")
    If NOT result = Dto_Success Then
       MsgBox "Error"+ Session.Error(result)
    End If

' ******* テーブルの追加の開始 *******************

    Set Table = New DtoTable

    Set Column = New DtoColumn
    With Column

Object DtoDictionary オブジェク ト 。

table DtoTable オブジェク ト 。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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    .Decimal = 0
    .Flags = dtoColumnNullable
    .ISR = ""
    .Name = "F_Int"
    .Number = 0
    .Size = 4
    .Type = dtoTypeInteger
    End With
    Table.Columns.Add Column

    Set Column = New DtoColumn
    With Column
    .Decimal = 4
    .Flags = dtoColumnNullable + dtoColumnCaseInsensitive
    .ISR = ""
    .Name = "F_Str"
    .Number = 1
    .Size = 55
    .Type = dtoTypeLString
    End With
    Table.Columns.Add Column

Set Column = New DtoColumn
    With Column
    .Decimal = 4
    .Flags = dtoColumnCaseInsensitive
    .ISR = ""
    .Name = "F_Str_Second"
    .Number = 2
    .Size = 100
    .Type = dtoTypeLString
    End With
    Table.Columns.Add Column

    Set Column = New DtoColumn
    With Column
    .Decimal = 10
    .Flags = dtoColumnDefault
    .ISR = ""
    .Name = "F_Float"
    .Number = 3
    .Size = 8
    .Type = dtoTypeBFloat
    End With
    Table.Columns.Add Column

' インデッ クスを追加
    Set Index = New DtoIndex
    result = Index.AddSegment("F_Int", 0)
    Set Segment = New DtoSegment
    Segment.Number = 0
    Segment.ColumnName = "F_Int"
    Segment.Flags = dtoSegmentAscending
    Index.Segments.Add Segment

    Index.Name = "FintInd"
    Index.Number = 0
    Index.Flags = dtoIndexModifiable
    Table.Indexes.Add Index
'2 番目のインデッ クスを追加
    Set Index = New DtoIndex
    Set Segment = New DtoSegment
    Segment.Number = 0
    Segment.ColumnName = "F_Str"
    Segment.Flags = dtoSegmentAscending
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    Index.Segments.Add Segment
    
    Set Segment = New DtoSegment
    Segment.Number = 1
    Segment.ColumnName = "F_Str_Second"
    Segment.Flags = dtoSegmentAscending
    Index.Segments.Add Segment
    
    Index.Name = "FStrTagInd"
    Index.Number = 1
    Index.Flags = dtoIndexModifiable
    Table.Indexes.Add Index
    
    Table.Overwrite = true
    Table.Flags = dtoTableTrueNullable
    Table.Name = "Table3"

    result = Dictionary.AddTable(Table)

    If NOT result = Dto_Success Then
       MsgBox "Error"+ Session.Error(result)
    End If

DropTable

現在の辞書からテーブルを削除します。

構文

result = Object.DropTable(tableName[, deleteFile])

引数 

戻り値 

備考

この操作を成功させるには、 辞書が正常に開かれている必要があ り ます。

例

 result = Dictionary.DropTable("Table3", true)

Object DtoDictionary オブジェク ト 。

tableName 削除するテーブルの名前。

deleteFile 基となるデータ  ファ イルを削除するかど うかを示すブール値。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 



123

    If NOT result = Dto_Success Then
        MsgBox "Error"+ Session.Error(result)
    End If

Reload

辞書オブジェク ト を リ フレッシュします。

構文

result = Object.Reload

引数 

戻り値 

Delete

辞書オブジェク トおよび対応する  DDF ファイルを削除します。

構文

result = Object.Delete

引数 

戻り値 

Object DtoDictionary オブジェク ト 。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 

Object DtoDictionary オブジェク ト 。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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DtoTables コレクシ ョ ン

DtoTable オブジェク トのコレクシ ョ ンを返します。

プロパティ  

メソッ ド

なし

備考

このコレクシ ョ ンにはユーザー定義テーブルのみが含まれ、 システム テーブルは含ま

れません。 辞書は正常に開かれている必要があ り ます。 コレクシ ョ ンにテーブルを追

加、 あるいはコレクシ ョ ンからテーブルを削除するには、 AddTable と  DropTable を使用

します。

Count プロパティを使用して DtoTables コレクシ ョ ン内のメンバー数を見つけます。

例

DtoDatabase の使用

Tables コレクシ ョ ンを取得する前に、 まずデータベース  オブジェク トに対して Open メ
ソ ッ ドを実行する必要があ り ます。 これはそのデータベースにセキュ リ ティが設定され

ていない場合でも必要です。

Dim m_session as new DtoSession
Dim m_database as new DtoDatabase
Dim table as new DtoTable
Dim result as DtoResult

result = m_session.Connect("server","user","password")
m_database.Name = "demodata"
m_database.Session = m_session
'データベースを開く。 データベースのセキュ リ ティは設定されていないこ とを前提とする。
result = m_database.Open("","")

Count コレクシ ョ ン内のメンバー数を返します。 

Item コレクシ ョ ンの特定のメンバーを返します。 序数の値またはテーブル名を
渡すこ とができます。
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For each table in m_database.Tables
if table.Name = "Billing" then
'billing テーブルの検索
End If
next
m_database.Close 'データベースを開いていた場合は閉じる

DtoDictionary の使用
Dim dictionary as new DtoDictionary
Dim table as new DtoTable
Dim result as DtoResult
Dim location as string

'Mytable テーブルの場所を検索する
result = dictionary.Open("d:\MyDemodata")

For Each table In dictionary.Tables
   If table.Name = "Mytable" Then
      location = table.Location
      exit For
   End If
next

関連項目

DtoDatabase オブジェク ト

AddTable

DropTable

DtoTable オブジェク ト
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DtoTable オブジェク ト

データベース内のテーブルを表すオブジェク トです。

プロパティ  

コレクション

DtoColumns コレクシ ョ ン

DtoIndexes コレクシ ョ ン

メ ソッ ド

なし

備考

DtoTable オブジェク トには Columns と  Indexes とい う  2 つのコレクシ ョ ン オブジェク ト

があ り ます。 列やインデッ クスに関連するすべての操作は、 これらのオブジェク ト を

使って行います。

辞書に新しいテーブルを追加するには、 AddTable を使用します。

辞書からテーブルを削除するには、 DropTable を使用します。

Flags このテーブルに関連付けられているフラグを取得または設定します。 可能
な値については、 テーブル フラグを参照してください。

Location テーブルのファイル名を設定します。 このファ イルのパスを調べるには、
DtoDatabase オブジェク トのプロパティを使用します。

Name テーブルの名前を設定または取得します。

Overwrite True の場合、 このテーブルを  AddTable 呼び出しの中での同じ名前のテーブ

ルで上書きするこ とができます。

True = テーブルを上書きします

False = テーブルを上書きしないで、 エラーを返します
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例

DtoTable オブジェク ト を新規作成する例については、 AddTable を参照してください。

Dim dictionary as new DtoDictionary
Dim table as new DtoTable
Dim result as DtoResult
Dim location as string

'Mytable テーブルのファ イル名を調べる
result = dictionary.Open("d:\MyDemodata")

For Each table In dictionary.Tables
   If table.Name = "Mytable" Then
      location = table.Location
   End If      
next 

関連項目

DtoTables コレクシ ョ ン

DtoColumn オブジェク ト

DtoIndex オブジェク ト
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DtoColumns コレクシ ョ ン

テーブル内のすべての列を表す DtoColumn オブジェク トのコレクシ ョ ンです。

プロパティ  

メソッ ド

Add

Remove

Clear

備考

DtoTable オブジェク トのプロパティから このコレクシ ョ ンを取得するこ とができます。

Count プロパティを使用してコレクシ ョ ン内のメンバー数を調べます。 

例

Dim dictionary as new DtoDictionary
dictionary.Open("d:\MyDemodata")
students_table = dictionary.GetTable("STUDENT")
students_cols = students_table.Columns

関連項目

DtoIndexes コレクシ ョ ン

DtoColumn オブジェク ト

DtoTable オブジェク ト

Count コレクシ ョ ン内のメンバー数を返します。 

Item DtoColumns コレクシ ョ ンの特定のメンバーを返します。 
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メソッ ドの詳細

Add

DtoColumns コレクシ ョ ンに項目を追加します。

構文

result = Collection.Add(Object)

引数 

戻り値 

備考

このメ ソ ッ ドは DtoColumn タイプのパラ メーターを使用します。 このため、 コレク

シ ョ ンにオブジェク ト を追加する前に、 まずオブジェク トのインスタンスを作成してそ

のプロパティを設定する必要があ り ます。

メモ ： 既存の Zen テーブルに列を追加する場合に、 このメ ソ ッ ドを使用するこ とはで

きません。 このメ ソ ッ ドでは、 データ  ファイルおよび DDF ファイルを変更しません。

テーブルを作成する前に、 メモ リ内で列を追加する場合にのみ使用できます。 参考と し

て、 AddTable のコード例をご覧ください。 

Remove

DtoColumns コレクシ ョ ンから項目を削除します。

構文

result = Collection.Remove(column)

Collection オブジェク ト を追加する  DtoColumns コレクシ ョ ン。 

Object 新しい DtoColumn オブジェク ト 。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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引数 

戻り値 

備考

DtoColumns コレクシ ョ ン内の項目の列名または 1 から始まる序数を渡すこ とができま

す。

メモ ： 既存の Zen テーブルから列を削除する場合に、 このメ ソ ッ ドを使用するこ とは

できません。 このメ ソ ッ ドでは、 データ  ファイルおよび DDF ファイルを変更しませ

ん。 テーブルを作成する前に、 メモ リ内で列を削除する場合にのみ使用できます。 参考

と して、 AddTable のコード例をご覧ください。 

Clear

DtoColumns コレクシ ョ ンからすべての項目を削除します。

構文

result = Collection.Clear

Collection オブジェク ト を削除する  DtoColumns コレクシ ョ ン。

column DtoColumns コレクシ ョ ンから削除する項目の （1 から始まる） イン

デッ クスまたは項目の名前を含むバリ アン ト を指定できます。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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引数 

戻り値 

備考

このメ ソ ッ ドはメモ リ内にあるテーブルからすべての列を削除します。

メモ ： 既存の Zen テーブルから列を削除する場合に、 このメ ソ ッ ドを使用するこ とは

できません。 このメ ソ ッ ドでは、 データ  ファイルおよび DDF ファイルを変更しませ

ん。 テーブルを作成する前に、 メモ リ内ですべての列を削除する場合にのみ使用できま

す。 参考と して、 AddTable のコード例をご覧ください。 

In Collection DtoTable オブジェク トから取得する  DtoColumns または DtoIndexes コレ

クシ ョ ン。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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DtoColumn オブジェク ト

このオブジェク トはテーブルの列を表します。

プロパティ  

メソッ ド

なし

備考

このオブジェク ト を使用すれば、 特定のテーブル列のプロパティを表示するこ とができ

ます。 

例

'辞書をインスタンス化して開く
Dim dictionary as new DtoDictionary
Dim result as DtoResult
result = dictionary.Open("d:\MyDemodata")

'MyDemodata データベースから STUDENT テーブルを取得する
Dim students_table as DtoTable
Set students_table = dictionary.Tables("STUDENTS")

'STUDENT テーブルから Columns コレクシ ョ ンを取得する
Dim students_cols as DtoColumns
Set students_cols = students_table.Columns

Decimal 列の小数以下の桁数を取得または設定します。

Flags 列のフラグを取得または設定します。

ISR 列の ISR を取得または設定します。

Name 列の名前を取得または設定します。

Number 列の序数を取得または設定します。

Size 列のサイズを設定または取得します。

Type 列のタイプを取得または設定します。 列挙型の値です。 可能な値については、
Btrieve 型を参照してください。

TypeName タイプの名前を含む文字列値を返します。
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'最初の列を取得し、 その名前を取得する
Dim first_col as DtoColumn
Set first_col = students_cols(1)
name = first_col.Name

関連項目

DtoColumns コレクシ ョ ン

DtoTable オブジェク ト
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DtoIndexes コレクシ ョ ン

テーブルのインデッ クスを表す DtoIndex オブジェク トのコレクシ ョ ンです。

プロパティ  

メソッ ド

Add

Remove

Clear

備考

Count プロパティを使用してコレクシ ョ ン内のメンバー数を調べます。

例

'辞書をインスタンス化して開く
Dim dictionary as new DtoDictionary
Dim result as DtoResult
result = dictionary.Open("d:\mydemodata")

'MYDEMODATA データベースから STUDENT テーブルを取得する
Dim students_table as DtoTable
Set students_table = dictionary.Tables("STUDENT")

'DEMODATA の Indexes コレクシ ョ ンを取得する
Dim students_idx as DtoIndexes
Set students_idx = students_table.Indexes

関連項目

DtoIndex オブジェク ト

DtoTable オブジェク ト

Count コレクシ ョ ン内のメンバー数を返します。 

Item DtoIndexes コレクシ ョ ンの特定のメンバーを返します。 インデッ クスの 1 か
ら始まる序数または名前を渡すこ とができます。
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メソッ ドの詳細

Add

コレクシ ョ ンに項目を追加します。

構文

result = Collection.Add(Object)

引数 

戻り値 

備考

このメ ソ ッ ドは DtoIndex タイプのパラ メーターを使用します。 このため、 コレクシ ョ

ンにオブジェク ト を追加する前に、 まずオブジェク トのインスタンスを作成してそのプ

ロパティを設定する必要があ り ます。

メモ ： 既存の Zen テーブルにインデッ クスを追加する場合に、 このメ ソ ッ ドを使用す

るこ とはできません。 このメ ソ ッ ドでは、 データ  ファイルおよび DDF ファイルを変更

しません。 テーブルを作成する前に、 メモ リ内でインデッ クスを追加する場合にのみ使

用できます。 参考と して、 AddTable のコード例をご覧ください。

Remove

コレクシ ョ ンから項目を削除します。

構文

result = Collection.Remove(index)

Collection オブジェク ト を追加するコレクシ ョ ン。 

Object DtoIndexes コレクシ ョ ンに追加する新しい DtoIndex オブジェク ト 。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オ
ブジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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引数 

戻り値 

備考

Remove メ ソ ッ ドには、 項目の名前または 1 から始まる序数を渡すこ とができます。

メモ ： 既存の Zen テーブルからインデッ クスを削除する場合に、 このメ ソ ッ ドを使用

するこ とはできません。 このメ ソ ッ ドでは、 データ  ファイルおよび DDF ファイルを変

更しません。 テーブルを作成する前に、 メモ リ内でインデッ クスを削除する場合にのみ

使用できます。 参考と して、 AddTable のコード例をご覧ください。 

Clear

DtoColumns または DtoIndexes コレクシ ョ ンからすべての項目を削除します。

構文

result = Collection.Clear

引数 

戻り値 

備考

このメ ソ ッ ドはメモ リ内にあるテーブルからすべてのインデッ クスを削除します。 

Collection オブジェク ト を削除するコレクシ ョ ン。

index DtoIndexes コレクシ ョ ンから削除する項目の （1 から始まる） インデッ クスま

たは項目の名前を含むバリアン ト を指定できます。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 

Collection DtoTable オブジェク トから取得する  DtoIndexes コレクシ ョ ン。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オブ

ジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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メモ ： 既存の Zen テーブルからインデッ クスを削除する場合に、 このメ ソ ッ ドを使用

するこ とはできません。 このメ ソ ッ ドでは、 データ  ファイルおよび DDF ファイルを変

更しません。 テーブルを作成する前に、 メモ リ内ですべてのインデッ クスを削除する場

合にのみ使用できます。 参考と して、 AddTable のコード例をご覧ください。 
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DtoIndex オブジェク ト

このオブジェク トはテーブルのインデッ クスを表します。

プロパティ  

コレクション

DtoSegments コレクシ ョ ン

メ ソッ ド

なし

備考

1 つのインデッ クスに対し、 119 個のセグメン トが許可されます。 1 つのインデッ クス

のセグメン トに含まれるすべての列を結合したサイズは、 13.0 以前の形式のファイルの

場合は 255 バイ ト、 16.0 形式のファイルの場合は 1024 バイ ト よ り大き くするこ とはで

きないこ とに注意してください。

インデッ クス  セグメン トの中で最後の列のみが部分インデッ クス  フラグを持つこ とが

できます。 インデッ クスの最後のセグメン トでないのに部分インデッ クス  フラグを使

用しているインデッ クス  セグメン トでは、 部分フラグが無視されます。

例

'辞書をインスタンス化して開く
Dim dictionary as new DtoDictionary

Flags インデッ クス  セグメン トの列名を取得または設定します。 これは列挙型

の値です。 可能な値については、 インデックス フラグを参照してくださ

い。

Name インデッ クスの名前を設定または取得します。

Number インデッ クスの 0 から始まる番号を取得または設定します。

Tag インデッ クス  タグを取得します。 インデッ クスを構成するすべての列の

名前が含まれます。
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Dim result as DtoResult
result = dictionary.Open("d:\mydemodata")

'MYDEMODATA データベースから STUDENT テーブルを取得する
Dim students_table as DtoTable
Set students_table = dictionary.Tables("STUDENT")

'DEMODATA の Indexes コレクシ ョ ンを取得する
Dim students_idx as DtoIndexes
Set students_idx = students_table.Indexes

'最初のインデッ クスを取得し、 その名前を調べる
Dim first_idx as DtoIndex
Set first_idx = students_idx(1)
Dim index_name as String
index_name = first_idx.Name

関連項目

DtoIndexes コレクシ ョ ン

DtoSegments コレクシ ョ ン
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DtoSegments コレクシ ョ ン

インデッ クスのセグメン ト を表す DtoSegment オブジェク トのコレクシ ョ ンです。

プロパティ  

メソッ ド

Add

Remove

Clear

備考

Count プロパティを使用してコレクシ ョ ン内のメンバー数を調べます。

例

'辞書を開く
Dim dictionary as new DtoDictionary
Dim result as DtoResult
result = dictionary.Open("d:\mydemodata")

'Students テーブルを取得する
Dim students_table as DtoTable
Set students_table = dictionary.GetTable("Student")

'Students テーブルから Indexes コレクシ ョ ンを取得する
Dim students_idx as DtoIndexes
Set students_idx = students_table.Indexes

'すべてのインデッ クスを削除する
Dim first_idx as DtoIndex
Set first_idx = students_idx(1)

'最初のインデッ クスから DtoSegments コレクシ ョ ンを取得する 
Dim my_segments as DtoSegments
Set my_segments as first_idx.Segments

Count コレクシ ョ ン内のメンバー数を返します。 

Item コレクシ ョ ンの特定のメンバーを返します。 
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関連項目

DtoSegment オブジェク ト

DtoTable オブジェク ト

メ ソッ ドの詳細

Add

コレクシ ョ ンに項目を追加します。

構文

result = Collection.Add(Object)

引数 

戻り値 

備考

このメ ソ ッ ドは DtoSegment タイプのパラ メーターを使用します。 このため、 コレク

シ ョ ンにオブジェク ト を追加する前に、 まずオブジェク トのインスタンスを作成してそ

のプロパティを設定する必要があ り ます。

メモ ： 既存の Zen テーブルにセグメン ト を追加する場合に、 このメ ソ ッ ドを使用する

こ とはできません。 このメ ソ ッ ドでは、 データ  ファイルおよび DDF ファイルを変更し

ません。 テーブルを作成する前に、 メモ リ内でセグメン ト を追加する場合にのみ使用で

きます。 参考と して、 AddTable のコード例をご覧ください。 

Remove

コレクシ ョ ンから項目を削除します。

Collection オブジェク ト を追加する  DtoSegments コレクシ ョ ン。 

Object 新しい DtoSegment オブジェク ト。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オ
ブジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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構文

result = Collection.Remove(segment)

引数 

戻り値 

備考

セグメン トの 1 から始まる序数または名前を渡すこ とができます。

メモ ： 既存の Zen テーブルからセグメン ト を削除する場合に、 このメ ソ ッ ドを使用す

るこ とはできません。 このメ ソ ッ ドでは、 データ  ファイルおよび DDF ファイルを変更

しません。 テーブルを作成する前に、 メモ リ内でセグメン ト を削除する場合にのみ使用

できます。 参考と して、 AddTable のコード例をご覧ください。 

Clear

DtoSegments コレクシ ョ ンからすべての項目を削除します。

構文

result = Collection.Clear

Collection オブジェク ト を削除する  DtoSegments コレクシ ョ ン。

segment コレクシ ョ ンから削除する項目の （1 から始まる） インデッ クスまたは項

目の名前を含むバリアン ト を指定できます。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession オ
ブジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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引数 

戻り値 

備考

このメ ソ ッ ドはメモ リ内にあるインデッ クスからすべてのセグメン ト を削除します。

メモ ： 既存の Zen テーブルからセグメン ト を削除する場合に、 このメ ソ ッ ドを使用す

るこ とはできません。 このメ ソ ッ ドでは、 データ  ファイルおよび DDF ファイルを変更

しません。 テーブルを作成する前に、 メモ リ内でセグメン ト を削除する場合にのみ使用

できます。 参考と して、 AddTable のコード例をご覧ください。 

Collection DtoIndex オブジェク トから取得する  DtoSegments コレクシ ョ ン。

result メ ソ ッ ド呼び出しの結果を示す DtoResult （Long 型の値）。 DtoSession 
オブジェク トの Error プロパティを使って結果の説明を取得します。 
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DtoSegment オブジェク ト

このオブジェク トはインデッ クス内のセグメン ト を表します。

プロパティ  

メソッ ド

なし

備考

1 つまたは複数のセグメン トでインデッ クスが構成されます。 1 つのインデッ クスに対

し、 119 個のセグメン トが許可されます。 1 つのインデッ クスのセグメン トに含まれる

すべての列を結合したサイズは、 13.0 以前の形式のファイルの場合は 255 バイ ト、 16.0 

形式のファイルの場合は 1024 バイ ト よ り大き くするこ とはできないこ とに注意してく

ださい。

例
'辞書を開く
Dim dictionary as new DtoDictionary
Dim result as DtoResult
result = dictionary.Open("d:\mydemodata")

'Students テーブルを取得する
Dim students_table as DtoTable
Set students_table = dictionary.GetTable("Student")

'Students テーブルから Indexes コレクシ ョ ンを取得する
Dim students_idx as DtoIndexes
Set students_idx = students_table.Indexes

'すべてのインデッ クスを削除する
Dim first_idx as DtoIndex
Set first_idx = students_idx(1)

'最初のインデッ クスから DtoSegments コレクシ ョ ンを取得する 
Dim my_segments as DtoSegments

ColumnName このセグメン トに関連付けられている列名を取得または設定します。

Flags セグメン ト  フラグを取得または設定します。 列挙型の値です。 値については、

セグメン ト  フラグを参照してください。

Number 0 から始まるセグメン ト番号を取得または設定します。
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Set my_segments as first_idx.Segments

'最初のセグメン ト を取得し、 列名を照会する
Dim first_seg as DtoSegment
Set first_seg = my_segments(1)
Dim colname as String
colname = first_seg.ColumnName

関連項目

DtoSegments コレクシ ョ ン

DtoTable オブジェク ト

DtoIndexes コレクシ ョ ン
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Distributed Tuning Objects 列挙

この ト ピッ クでは、 DTO でサポート されている以下の列挙型について説明します。

• Btrieve 型

• 列フラグ

• インデックス フラグ

• セグメン ト  フラグ

• テーブル フラグ

• DtoResult

• 設定ランク

• 設定タイプ

• クライアン ト  サイ ト

• クライアン ト  プラッ ト フォーム

• ト ランザクシ ョ ン タイプ

• オープン モード

• DSN オープン モード

• DSN 変換オプシ ョ ン

• ロック  タイプ

• ウェイ ト状態

• データベース コード  ページ

• データベース フラグ

• SQL 接続状態

• サービス ID

• サービス状態
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Btrieve 型 

列挙 値

0 dtoTypeString

1 dtoTypeInteger

2 dtoTypeFloat

3 dtoTypeDate

4 dtoTypeTime

5 dtoTypeDecimal

6 dtoTypeMoney

7 dtoTypeLogical

8 dtoTypeNumeric

9 dtoTypeBfloat

10 dtoTypeLString

11 dtoTypeZString

12 dtoTypeNote

13 dtoTypeLvar

14 dtoTypeBinary

15 dtoTypeIdentity

16 dtoTypeBit

17 dtoTypeNumericSTS

18 dtoTypeNumericSA

19 dtoTypeCurrency

20 dtoTypeTimestamp

21 dtoTypeBlob

22 dtoTypeGDecimal

25 dtoTypeWString

26 dtoTypeWZString

27 dtoTypeGUID
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列フラグ 

インデックス フラグ 

セグメン ト  フラグ 

30 dtoTypeDateTime

列挙 値

0 dtoColumnDefault

1 dtoColumnCaseSensitive

4 dtoColumnNullable

256 dtoColumnBinary

2048 dtoTypeColumnNText

4096 dtoTypeColumnBinary

列挙 値

0 dtoIndexDefault

1 dtoIndexDuplicatesAllowed

2 dtoIndexModifiable

64 dtoIndexDescending

512 dtoIndexPartial

列挙 値

0 dtoSegmentAscending

64 dtoSegmentDescending

列挙 値
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テーブル フラグ 

DtoResult  

列挙 値

0 dtoTableLegacy

64 dtoTableTrueNullable

列挙 値

0 Dto_Success

1 Dto_errFailed

2 Dto_errMemoryAllocation

3 Dto_errDictionaryNotFound

4 Dto_errDictionaryAlreadyOpen

5 Dto_errDictionaryNotOpen

6 Dto_errInvalidDictionaryHandle

7 Dto_errTableNotFound

8 Dto_errInvalidTableName

9 Dto_errInvalidColumnName

10 Dto_errInvalidColumnDataType

11 Dto_errDuplicateColumnName

12 Dto_errInvalidDataSize

13 Dto_errInvalidColumnOrder

14 Dto_errInvalidIndexName

15 Dto_errColumnNotFound

16 Dto_errTooManySegments

17 Dto_errStringTooShort

18 Dto_errDictionaryAlreadyExists

19 Dto_errDirectoryError
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20 Dto_errSessionSecurityError

21 Dto_errDuplicateTable

22 Dto_errDuplicateIndex

27 Dto_errInvalidNameLength

28 Dto_errInternalProtocolError

29 Dto_errInvalidAccountName

30 Dto_errUserAlreadyExists

31 Dto_errGroupNotEmpty

32 Dto_errGroupAlreadyExists

33 Dto_errUserAlreadyPartOfGroup

34 Dto_errUserNotPartOfGroup

35 Dto_errNotAllowedToDropAdministrator

36 Dto_errDatabaseHasNoSecurity

37 Dto_errInvalidPassword

38 Dto_SuccessWithInfo

87 Dto_errServiceInvalidParameter

123 Dto_errInvalidServiceName

161 Dto_errMaxUserCountReached

423 Dto_errInvalidSession

424 Dto_errInvalidArgument

425 Dto_errNotConnected

426 Dto_errInvalidComputerName

427 Dto_errUnknownError

428 Dto_errTableCouldNotBeDeleted

429 Dto_errItemNotFound

430 Dto_errAPINotImplemented 

431 Dto_errAccessDenied

列挙 値
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1051 Dto_errServiceDependentServiceRunning

1052 Dto_errServiceInvalidServiceControl

1053 Dto_errServiceRequestTimeout

1055 Dto_errServiceDatabaseLocked

1056 Dto_errServiceAlreadyRunning

1057 Dto_errInvalidServiceAccount

1058 Dto_errServiceDisabled

1059 Dto_errServiceCircularDependency

1060 Dto_errServiceDoesNotExist

1062 Dto_errServiceNotActive

1065 Dto_errServiceDatabaseDoesNotExist

1068 Dto_errServiceDependencyFail

1069 Dto_errServiceLogonFailed

1072 Dto_errServiceMarkedForDelete

1075 Dto_errServiceDependencyDeleted

7001 Dto_errInvalidHandle

7002 Dto_errNullPointer

7003 Dto_errBufferTooSmall

7004 Dto_errDtiFailed

7005 Dto_errInvalidDataType

7006 Dto_errOutOfRange

7007 Dto_errInvalidSelection

7008 Dto_errInvalidSequence

7009 Dto_errDataUnavailable

7010 Dto_errInvalidClient

7011 Dto_errAccessRights

7012 Dto_errDuplicateName

列挙 値
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7013 Dto_errDatabaseDoesNotExist

7015 Dto_errFileNotOpen

7016 Dto_errDDFAlreadyExist

7017 Dto_errSharedDDFExist

7018 Dto_errInvalidName

7019 Dto_errDSNAlreadyExist

7020 Dto_errDSNDoesNotExist

7021 Dto_errInvalidOpenMode

以下の列挙は、 DTO2 でのみ存在します。

7063 161 を参照してください。

7064 Dto_errNoLicenseObtained

7065 Dto_errNoProductObtained

7101 Dto_errInvalidLicKeyCharacter

7102 Dto_errIllegalLicType

7108 Dto_errLicKeyTooLong

7109 Dto_errLicNotFound

7110 Dto_errLicExpired

7111 Dto_errLicIsTemporary

7112 Dto_errLicAlreadyInstalled

7113 Dto_errLicInvalid

7115 Dto_errInvalidProductId

7118 Dto_errServerNotRunning

7119 Dto_errLocalServerNotRunning

7120 Dto_errLicNotRemovable

7122 Dto_errNoActiveLicense

列挙 値
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設定ランク 

設定タイプ  

クライアン ト  サイ ト   

クライアン ト  プラッ ト フォーム 

列挙 値

0 dtoNormal

1 dtoAdvanced

列挙 値

0 dtoBooleanType

1 dtoLongType

2 dtoStringType

3 dtoSingleSel

4 dtoMultiSel

列挙 値

0 dtoClientSiteLocal

1 dtoClientSiteRemote

列挙 値

0 dtoPlatformNotAvailable

1 dtoPlatformWin

2 dtoPlatformWin95

3 dtoPlatformWinWg

4 dtoPlatformNTW

5 dtoPlatformNTS
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ト ランザクション タイプ 

オープン モード  

6 dtoPlatformNW

7 dtoPlatformOS2W

8 dtoPlatformOS2S

9 dtoPlatformDOS

列挙 値

0 dtoNone

19 dtoExclusive

1019 dtoConcurrent

列挙 値

0 dtoNormalOpenMode

255 dtoAcceleratedOpenMode

254 dtoReadOnlyOpenMode

253 dtoVerifyOpenMode

252 dtoExclusiveOpenMode

248 dtoNormalNonTransOpenMode

247 dtoAcceleratedNonTransOpenMode

246 dtoReadOnlyNonTransOpenMode

245 dtoVerifyNonTransOpenMode

244 dtoExclusiveNonTransOpenMode

240 dtoNormalSharedLockingOpenMode

239 dtoAcceleratedSharedLockingOpenMode

238 dtoReadOnlySharedLockingOpenMode

列挙 値
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DSN オープン モード  

DSN 変換オプション 

ロック タイプ 

ウェイ ト状態 

237 dtoVerifySharedLockingOpenMode

236 dtoExclusiveSharedLockingOpenMode

列挙 値

0 dtoNormalDSNOpenMode

1 dtoAcceleratedDSNOpenMode

2 dtoReadOnlyDSNOpenMode

3 dtoExclusiveDSNOpenMode

列挙 値

0 dtoDSNFlagDefault

1 dtoDSNFlagEomAnsi

2 dtoDSNFlagAuto

列挙 値

0 dtoNotLocked

1 dtoSingleLock

2 dtoMultipleLock

列挙 値

0 dtoNotWaiting

列挙 値
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1 dtoWaitingForRecordLock

2 dtoWaitingForFileLock

列挙 値
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データベース コード  ページ 

データベース フラグ 

SQL 接続状態 

サービス ID 

列挙 値

0 dtoDbZeroCodePage

65001 dtoDBCodePageUTF8

列挙 値

0 dtoDbFlagNotApplicable

1 dtoDbFlagBound

2 dtoDbFlagRI

4 dtoDbFlagCreateDDF

32 dtoDbFlagLONGMETADATA

列挙 値

0 dtoSQLConnectionIdle

1 dtoSQLConnectionActive

2 dtoSQLConnectionDying

列挙 値

0 dtoServiceTransactional

1 dtoServiceRelational

2 dtoServiceIDS
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サービス状態 

列挙 値

0 dtoServiceStopped

1 dtoServiceStartPending

2 dtoServiceStopPending

3 dtoServiceRunning

4 dtoServiceContinuePending

5 dtoServicePausePending

6 dtoServicePaused

7 dtoServiceNotFound
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